
【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室　☎33－1115

町の人口町の人口
（１月１日現在　常住人口）（１月１日現在　常住人口）

人　口　
   男　   
   女　　
世帯数

（＋27）
（＋11）
（＋16）
（＋27）

23,347  人
11,494  人
11,853  人
   9,195世帯

2

012
 

No.651

発行・編集／多度津町町長公室  〒764-8501 香川県仲多度郡多度津町栄町１丁目1-91 ☎0877-33-1115   印刷・製本／株式会社 弘栄社

2

広報広報

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

地域ぐるみで認知症を支える事業『三好 春樹 講演会』～地域で支えあう暮らしづくりのために～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【主　催】多度津町・多度津町社会福祉協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【と　き】平成２４年３月３日（土）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３時３０分～１５時３０分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【ところ】多度津町民会館（多度津町大通り４－２６）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合せ】多度津町役場　福祉保健課　　　☎３３－４４８８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多度津町地域包括支援センター　☎３３－１１３８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇ 講師プロフィール ◇　1950年、広島県生まれ。「理学療法士」。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在年間180回を超える講演と実技指導で、現場に絶大な支持を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得ている介護分野の一人者。

とても創造力があふれて 楽しく自分でも考えながら読
むことができます。ぜひ 読んでみてください。
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■２月の行事
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　２月１５日（水）／１４時３０分～１5時
　※おはなし会『ひまわり』は、お休みです。
　
■12月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数■私のお薦めの本

①「へんしん とびばこ」　
　　　　著：あきやま ただし

この本は、マンガのようになっているため、わかりやす
いと思います。歴史が好きな人にお薦めです。

②「三国志」　
　　　　河出書房新社　版

原子爆弾から原子力発電まで、
詳しく書いていたのでわかり
やすかったです。

③「原子力のことがわかる本」　
　　　　著：舘野 淳

意外とテストの答えが合って
いて、とてもおもしろいです。
時には、自分が知らなかった
才能が見つかるかも！どきど
きしながら読んでみて下さい。

■資料館だより

【開催期間】２月１５日（水）～４月１５日（日）
　★期間中は、豆雛・ミニくす玉作りのコーナーも
　　あります。なお、添茶会も開催しますので、ご
　　家族やお友達と一緒に、ぜひご来館ください。
【添 茶 会】３月３日（土）・４日（日）
【開館時間】９時～１７時
　　　　　　（入館は１６時３０分まで）
　※開催期間中の休館日は、下記のとおりです。
　　２月　２０日・２７日
　　３月　５日・１２日・１９日・
　　　　　２１日・２６日
　　４月　２日・９日
　★お車でお越しの際は、
　　多度津町役場駐車場を
　　ご利用ください。

④「超オドロキ 心理テスト」　
　　　　著：大上 和博

（by 職場体験の中学生）

　１２月１３日～１５日、今年は男子ばかり！！
　「カウンターでの接客業務に 緊張した！」というのが、
　共通の感想。３日間、お疲れさま＆ご苦労さまでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（by Ｏ田君）

　ありがとう。なによりのコメント です。

■『職場体験』
　多度津中学校２年生４名が図書館に♪

「図書館で働くのも わるくないです！」

『多度津のおひな様』企画展　開催！

参加費 無料

　多度津竜泳会（藤原了会長）主催による元日恒例の
『第８９回初泳ぎ』が多度津港で開催されました。
　勇ましいふんどし姿の参加者の皆さんが、冷たい海
の中へ次々と入っていき、気合のこもった掛け声をあ
げながら、酒樽を載せた神輿を高々と担ぎあげると、
大勢の観客から大きな拍手が沸き起こりました。

●   元日恒例『初泳ぎ』元日恒例『初泳ぎ』
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　平
成
24
年
度
の
町
・
県
民
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
基
礎
と
な
る
平
成
23
年
分

の
所
得
申
告
を
、
２
月
16
日
（木）
か
ら
３
月

15
日
（木）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　地
域
ご
と
の
詳
し
い
日
程
表
は
、
例
年

ど
お
り
各
戸
に
配
付
し
ま
す
。

■
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

　平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
多
度
津
町

に
住
所
が
あ
る
人
、
ま
た
は
あ
っ
た
人
で
、

平
成
23
年
中
に
収
入
が
あ
っ
た
人
は
、
全

員
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
し
て
い
る
官

公
庁
や
会
社
に
勤
め
て
い
る
人
で
、
給
与

以
外
に
収
入
が
な
く
、
勤
務
先
よ
り
平
成

23
年
中
の
給
与
支
払
報
告
の
提
出
が
あ
っ

た
人
、
ま
た
は
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

提
出
し
た
人
は
、
申
告
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
申
告
の
と
き
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　①
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
23
年

　
　12
月
31
日
ま
で
の
一
年
間
に
得
た
所

　
　得
を
算
定
で
き
る
資
料

　②
平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保
険

　
　料
・
個
人
年
金
保
険
料
・
地
震
保
険

　
　料
等
の
支
払
証
明
書

　③
給
与
収
入
の
あ
る
人
は
、
源
泉
徴
収

　
　票
（
源
泉
徴
収
票
が
無
い
人
は
、
事

　
　業
主
の
証
明
す
る
給
与
支
払
証
明
）

　④
公
的
年
金
収
入
が
あ
る
人
は
、
公
的

　
　年
金
等
源
泉
徴
収
票

　⑤
申
告
者
ま
た
は
扶
養
親
族
（
16
歳
未

　
　満
の
年
少
扶
養
親
族
も
含
む
）
の
う

　
　ち
、
障
が
い
者
で
あ
る
場
合
は
、
そ

　
　の
人
の
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
ま
た

　
　は
戦
傷
病
者
手
帳
等

　⑥
雑
損
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
雑
損

　
　金
額
を
証
明
で
き
る
資
料

　⑦
印
鑑
（
認
印
で
も
可
）

　⑧
申
告
者
名
義
の
通
帳
（
口
座
番
号
、

　
　支
店
名
等
が
わ
か
る
も
の
）

　⑨
農
業
所
得
を
申
告
す
る
場
合
は
、
収

　
　支
に
関
す
る
書
類
、
耕
作
面
積
、
新

　
　た
に
購
入
し
た
農
機
具
な
ど
の
購
入

　
　価
格
を
証
明
で
き
る
領
収
書
な
ど
、

　
　あ
る
い
は
水
利
費
等
の
領
収
書
な
ど

　⑩
配
偶
者
特
別
控
除
が
あ
る
場
合
は
、

　
　配
偶
者
の
収
入
額
・
所
得
内
容
・
必

　
　要
経
費
等
を
証
明
で
き
る
資
料

　⑪
国
民
年
金
・
国
民
年
金
基
金
支
払
証

　
　明
書

■
国
民
年
金
加
入
の
人

　国
民
年
金
加
入
者
が
納
め
た
年
金
保
険

料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
し
て

所
得
か
ら
全
額
控
除
さ
れ
、
税
額
が
安
く

な
り
ま
す
。

　ま
た
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い

る
家
族
の
保
険
料
も
、
あ
な
た
が
納
め
た

場
合
は
、
あ
な
た
の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

　納
め
忘
れ
て
い
た
期
間
の
保
険
料
（
未

納
保
険
料
）
、
免
除
を
受
け
て
い
た
期
間

の
保
険
料
（
追
納
保
険
料
）
に
つ
い
て
も
、

平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　な
お
、
申
告
の
際
に
は
、
必
ず
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後
期
高

　齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

　国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
未
申
告
の
場

合
、
軽
減
判
定
が
で
き
ず
保
険
税
（
料
）

額
が
高
く
算
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
明
細
書

　の
送
付
に
つ
い
て

　平
成
23
年
中
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
国

民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
明
細
書
を
１
月

下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
の

社
会
保
険
料
控
除
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
公
的
年
金
等

　過
去
の
複
数
年
分
の
年
金
が
一
度
に
支

給
さ
れ
た
場
合
は
、
各
年
分
の
所
得
と
し

て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
年
少
扶
養
親
族
の
申
告
に
つ
い
て

　年
少
扶
養
親
族
（
16
歳
未
満
の
扶
養
親

族
）
に
対
す
る
扶
養
控
除
は
廃
止
さ
れ
ま

す
が
、
町
・
県
民
税
の
非
課
税
限
度
額
の

算
定
に
用
い
ら
れ
る
扶
養
親
族
の
人
数
に

は
、
年
少
扶
養
親
族
の
人
数
も
含
み
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
場
合
、
申

告
書
２
表
目
の
「
住
民
税
に
関
す
る
事
項
」

欄
の
「
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
」
欄
に
、

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　地
方
税
法
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
の
固

定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

▽
期
間
＝
４
月
２
日
（月）
〜
５
月
31
日
（木）

▽
時
間
＝
９
時
か
ら
16
時
ま
で

　
　
　
　（
土
日
曜
・
祝
日
は
休
み
）

▽
縦
覧
地
区
／
縦
覧
場
所
＝

　
　多
度
津
・
豊
原
・
四
箇
・
白
方

　
　
　
　／
町
役
場
４
階

　第
２
会
議
室

　
　高
見
／
高
見
出
張
所

　
　佐
柳
／
佐
柳
出
張
所

【
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
】

【
固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧
】

－　町県民税・国民健康保険税
　　介護保険料・後期高齢者医療保険料　－

●申告の日程は次のとおりです
申告相談時間は９時から１６時まで　

※指定された日に申告できない方は、該当申告会場の日程内に申告してください。

毎年申告相談会場は、連日大変混雑しますので、以下のことにご協力をお願いします。
①医療費控除を受けられる方は、領収書を整理し、一覧表にまとめて合計額を算出しておいてください。
②農業所得等を申告される方は、収入と支出それぞれの項目ごとに計算し、整理をしておいてください。
※医療費控除・農業収支計算書の用紙は、税務課の窓口にありますのでご利用ください。

島しょ部　高見：１０時から１４時まで
　　　　　佐柳：１０時から１３時３０分まで

確定申告が始まります！
（　　　　　　　　　　）

月　日 該　当　地　区 申告場所（対象地区）

２

３

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

道福寺地区

南鴨地区

高見

佐柳（本浦）

佐柳（長崎）

葛原（大木・北条・葛原団地・小塚・めぐみ団地）

上記以外の葛原地区

東白方地区・西港町・見立

西白方地区

奥白方地区

山階上・山階小原・山階本村・山階北山

上記以外の山階地区（（注）３月１日に割当の各団地を除く）

青木地区

三井地区・山階（恵比寿団地・グリーン団地・常石社宅）

庄地区

堀江地区

本通１丁目・２丁目・３丁目

元町・仲ノ町・京町・大通り

栄町１丁目・２丁目・３丁目・幸町・北鴨地区

桜川１丁目・２丁目・寿町・東浜・西浜・若葉町

家中・日の出町・東新町・東港町

全地区

全地区

全地区

高見出張所

本浦住民会館

佐柳いこいの家

白方地区公民館（白方）

四箇地区公民館（四箇）

福祉センター４階（多度津）

福祉センター４階（多度津）

福祉センター４階

【　お　願　い　】

【問合せ】
  　多度津町　税務課
 　 ☎３３－１１１８

農村婦人の家（豊原）

農村婦人の家（豊原）
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社
に
勤
め
て
い
る
人
で
、
給
与

以
外
に
収
入
が
な
く
、
勤
務
先
よ
り
平
成

23
年
中
の
給
与
支
払
報
告
の
提
出
が
あ
っ

た
人
、
ま
た
は
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

提
出
し
た
人
は
、
申
告
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
申
告
の
と
き
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　①
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
23
年

　
　12
月
31
日
ま
で
の
一
年
間
に
得
た
所

　
　得
を
算
定
で
き
る
資
料

　②
平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保
険

　
　料
・
個
人
年
金
保
険
料
・
地
震
保
険

　
　料
等
の
支
払
証
明
書

　③
給
与
収
入
の
あ
る
人
は
、
源
泉
徴
収

　
　票
（
源
泉
徴
収
票
が
無
い
人
は
、
事

　
　業
主
の
証
明
す
る
給
与
支
払
証
明
）

　④
公
的
年
金
収
入
が
あ
る
人
は
、
公
的

　
　年
金
等
源
泉
徴
収
票

　⑤
申
告
者
ま
た
は
扶
養
親
族
（
16
歳
未

　
　満
の
年
少
扶
養
親
族
も
含
む
）
の
う

　
　ち
、
障
が
い
者
で
あ
る
場
合
は
、
そ

　
　の
人
の
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
ま
た

　
　は
戦
傷
病
者
手
帳
等

　⑥
雑
損
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
雑
損

　
　金
額
を
証
明
で
き
る
資
料

　⑦
印
鑑
（
認
印
で
も
可
）

　⑧
申
告
者
名
義
の
通
帳
（
口
座
番
号
、

　
　支
店
名
等
が
わ
か
る
も
の
）

　⑨
農
業
所
得
を
申
告
す
る
場
合
は
、
収

　
　支
に
関
す
る
書
類
、
耕
作
面
積
、
新

　
　た
に
購
入
し
た
農
機
具
な
ど
の
購
入

　
　価
格
を
証
明
で
き
る
領
収
書
な
ど
、

　
　あ
る
い
は
水
利
費
等
の
領
収
書
な
ど

　⑩
配
偶
者
特
別
控
除
が
あ
る
場
合
は
、

　
　配
偶
者
の
収
入
額
・
所
得
内
容
・
必

　
　要
経
費
等
を
証
明
で
き
る
資
料

　⑪
国
民
年
金
・
国
民
年
金
基
金
支
払
証

　
　明
書

■
国
民
年
金
加
入
の
人

　国
民
年
金
加
入
者
が
納
め
た
年
金
保
険

料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
し
て

所
得
か
ら
全
額
控
除
さ
れ
、
税
額
が
安
く

な
り
ま
す
。

　ま
た
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い

る
家
族
の
保
険
料
も
、
あ
な
た
が
納
め
た

場
合
は
、
あ
な
た
の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

　納
め
忘
れ
て
い
た
期
間
の
保
険
料
（
未

納
保
険
料
）
、
免
除
を
受
け
て
い
た
期
間

の
保
険
料
（
追
納
保
険
料
）
に
つ
い
て
も
、

平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　な
お
、
申
告
の
際
に
は
、
必
ず
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後
期
高

　齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

　国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
未
申
告
の
場

合
、
軽
減
判
定
が
で
き
ず
保
険
税
（
料
）

額
が
高
く
算
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
明
細
書

　の
送
付
に
つ
い
て

　平
成
23
年
中
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
国

民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
明
細
書
を
１
月

下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
の

社
会
保
険
料
控
除
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
公
的
年
金
等

　過
去
の
複
数
年
分
の
年
金
が
一
度
に
支

給
さ
れ
た
場
合
は
、
各
年
分
の
所
得
と
し

て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
年
少
扶
養
親
族
の
申
告
に
つ
い
て

　年
少
扶
養
親
族
（
16
歳
未
満
の
扶
養
親

族
）
に
対
す
る
扶
養
控
除
は
廃
止
さ
れ
ま

す
が
、
町
・
県
民
税
の
非
課
税
限
度
額
の

算
定
に
用
い
ら
れ
る
扶
養
親
族
の
人
数
に

は
、
年
少
扶
養
親
族
の
人
数
も
含
み
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
場
合
、
申

告
書
２
表
目
の
「
住
民
税
に
関
す
る
事
項
」

欄
の
「
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
」
欄
に
、

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　地
方
税
法
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
の
固

定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

▽
期
間
＝
４
月
２
日
（月）
〜
５
月
31
日
（木）

▽
時
間
＝
９
時
か
ら
16
時
ま
で

　
　
　
　（
土
日
曜
・
祝
日
は
休
み
）

▽
縦
覧
地
区
／
縦
覧
場
所
＝

　
　多
度
津
・
豊
原
・
四
箇
・
白
方

　
　
　
　／
町
役
場
４
階

　第
２
会
議
室

　
　高
見
／
高
見
出
張
所

　
　佐
柳
／
佐
柳
出
張
所

【
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
】

【
固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧
】

－　町県民税・国民健康保険税
　　介護保険料・後期高齢者医療保険料　－

●申告の日程は次のとおりです
申告相談時間は９時から１６時まで　

※指定された日に申告できない方は、該当申告会場の日程内に申告してください。

毎年申告相談会場は、連日大変混雑しますので、以下のことにご協力をお願いします。
①医療費控除を受けられる方は、領収書を整理し、一覧表にまとめて合計額を算出しておいてください。
②農業所得等を申告される方は、収入と支出それぞれの項目ごとに計算し、整理をしておいてください。
※医療費控除・農業収支計算書の用紙は、税務課の窓口にありますのでご利用ください。

島しょ部　高見：１０時から１４時まで
　　　　　佐柳：１０時から１３時３０分まで

確定申告が始まります！
（　　　　　　　　　　）

月　日 該　当　地　区 申告場所（対象地区）

２

３

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

道福寺地区

南鴨地区

高見

佐柳（本浦）

佐柳（長崎）

葛原（大木・北条・葛原団地・小塚・めぐみ団地）

上記以外の葛原地区

東白方地区・西港町・見立

西白方地区

奥白方地区

山階上・山階小原・山階本村・山階北山

上記以外の山階地区（（注）３月１日に割当の各団地を除く）

青木地区

三井地区・山階（恵比寿団地・グリーン団地・常石社宅）

庄地区

堀江地区

本通１丁目・２丁目・３丁目

元町・仲ノ町・京町・大通り

栄町１丁目・２丁目・３丁目・幸町・北鴨地区

桜川１丁目・２丁目・寿町・東浜・西浜・若葉町

家中・日の出町・東新町・東港町

全地区

全地区

全地区

高見出張所

本浦住民会館

佐柳いこいの家

白方地区公民館（白方）

四箇地区公民館（四箇）

福祉センター４階（多度津）

福祉センター４階（多度津）

福祉センター４階

【　お　願　い　】

【問合せ】
  　多度津町　税務課
 　 ☎３３－１１１８

農村婦人の家（豊原）

農村婦人の家（豊原）
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中学生の『税についての作文』中学生の『税についての作文』 中学生の『税についての作文』中学生の『税についての作文』
　全国納税貯蓄組合連合会および国税庁が主催する『第４５回中学生の「税についての作文」』において、多度津中学校
（横関文雄校長）の、酒井紀香さん（２年）、渡邊百香さん（３年）、山地美桜さん（３年）、中　洋二朗さん
（３年）、長川佳菜子さん（３年）の作品が入選されましたのでご紹介します。

●四国税理士会　丸亀支部長賞
『幸せを支える税金』　 多度津中学校２年   酒井　紀香  さん

「今日は注射に行くよ。」

　毎日の部活動で忙しい私は、夕方に予定を入れられ、ゆっくり家でテレビが見たいと母に言

うでもなくつぶやくと、母は、「この子宮頸がんの予防接種は、とても大切なもの、絶対行く

よ。」と。

　私はなぜなのか聞くと、母の知人はこの病気になり、今も闘病中であること、病気になった

のは結婚して間もなくのことで、子供をあきらめなくてはならなくなったこと。夫婦の悲しみ、

ご両親の心配は私には想像もできないが、大変なことになり、それは今も続いていること。シ

ョックだった。

　子宮頸がん、初めて聞いた。予防接種で防げる病になったのは、ここ最近のことで、今では税金で無料で接種できる。

自己負担だと五万円するらしい。今まで、税金のことを考えたことなどなかった。消費税でさえ、なければもっと安く買

い物ができるなどと思っていた。しかし、税金がなければ、この予防接種も無料にはならず、多くの人が、将来病気にな

るかもしれない。それも幸せの真っただ中にいる人かもしれない。

　税金について何も知らなかったが、たくさんの予防接種の他に、医療費、学校の教科書、体育館などの施設、道路、救

急車など数えきれないくらいある。私も生まれた時から税金のお世話になっていると知った。今も無償で頂いた教科書を

使い、学校施設を利用している。税金はなくてはならないものだと知った。国民を守るためにあるのだと感じた。税金に

守られている、税金があるから安全で豊かな生活ができているのだ。

　今までは、ありがたさに気付いていなかった。税金のことをもっと知ることが、感謝の気持ちであったり、消費税を払

うことがよかったと思えることになるのだと思う。何も知らないままではもったいない。増税が話題になっていても、自

分には関係ないとニュースすら見ていなかった。違うと思った。自分を守るためにも、多くの知らない人々を守るために

も、もっと関心を持ち、知るべきなのだ。

　今まで私を支えてくれた税金に感謝したい。注射を終えて、母のほっとした顔を見た時に強く思えた。幸せを守る税金

を私たちが守らなくてはならない。大人になり、納税者になった時、今度は私が誰かを守る。役に立てる日が来る。今の

この気持ちを忘れないように、納税の義務を果たしていきたい。

●社団法人丸亀法人会　会長賞
『本当の税金』　 多度津中学校３年  渡邊　百香  さん

　私は、今年「子宮頸ガン」の予防接種を受けました。このワクチンは、今年から初めての予

防接種で、小学六年生から高校一年生までの人を対象に、公費助成で行われる予防接種です。

個人で負担すれば、一人五万円当たりの費用がかかるそうです。私は注射が好きではないので、

受けなくて済むのなら受けたくないと思っていました。でも、母から子宮頸ガンの病気の話を

聞き、受けなくてはならないと思いました。母は、私と妹が対象の学年であり、無料で受けら

れる事に感謝していました。

　私は、これまで税金に対していいように考えていませんでした。それは、テレビや新聞、私

の周りにいる大人の人達からの話で、いい印象を受けていないからです。私自身、学校や病院、公共施設等税金で成り立

っていることは知っていますが、私の中では当たり前の事になっていたので、深く考えてみた事がありません。だから、

増税の話がでていても他人事でした。日常の家族の会話を聞いていて、私の家は増税を良く思っていないのが分かります。

　今回、予防接種を受け、自分が幼少期に受けた予防接種の事、勉強は好きじゃなく仕方なく行っていた学校も中三にな

り、将来の夢が漠然と見えはじめた今、学ぶ事ができる学校へと見方も変わり、当たり前だった税金、他人事だった税金

について考えるようになりました。増税や税金の無駄遣いと税金について、両親によく思わない理由を聞いてみました。

　理由は、公共施設が税金で賄われていることに関しては感謝しているし、予防接種のお陰で私や妹が元気に成長できて

いる。学校にも行けている。だから、税金を納めるのは当たり前だし、これからの私達の未来を考えたら増税も当たり前

だ。一部の税金の使い方や政治に対して、怒りを感じているとのことです。

　人は、日常で当たり前になってくると感謝する事を忘れてしまいます。今回、両親と税金について話をし、今の生活が

できているのは、父が頑張って家族のために働いてくれている事、納めてくれている税金からだという事が分かりました。

　私は今は中学生なので「教育の義務」で社会に出る準備をしっかりしたいと思います。そして、社会人になったら「勤

労の義務」で一生懸命働き、働いたお金で税金を納め、「納税の義務」を果たしたいと思います。

今回の予防接種のおかげで、税金に対しての考え方が少し変わりました。一部の人の間違った税金の考え方がなくなるた

めに、正しい税金を伝えなくてはならないと思いました。「本当の税金」が分かってこそ、住みよい暮らしができるのだ

と思います。

●四国税理士会　丸亀支部長賞
『豊かな生活のための税金』　 多度津中学校３年   山地　美桜  さん

　九州に住む祖母の家は、田園地帯にあります。家の近くには、自然豊かな地にその自然をい

かした、県で最も広い県営の公園があります。まだ整備中の所もありますが、ほぼ完成した立

派な公園です。公園内には、照明が完備されたテニスコートや野球場、体育館といった立派な

施設があり、周りには子供向けの数種類の遊具も並んでいます。ジョギングコースや体力向上

を図った遊具なども備わっています。今後プールも出来る予定だそうです。

　私も、毎年帰省した時は、どう変わったか散歩がてら見に行きます。朝の散歩は、すぐ横を

流れる川の水がせきを越す音を聞きながら空気の澄みきった中を歩くと、心までも澄みきって

いき、大変気持ちがいいです。

　この立派な公園も税金で造られています。必ずしも生活に公園が必要かというとそうではないだろうけど、公園のある

なしではそこに住む人々の生活の豊かさは変わると思います。

　小学校の時に税務署の方が来校されて、税金についてお話をして下さいましたが、普段税金について深く考えることが

ありません。しかし、この作文を書くにあたり、税金の使われ方を思い浮かべると、私の生活は、税金で豊かに暮らせて

いることを痛感しました。

　生活に欠かせない上下水道施設、ゴミ処理、医療。暮らしの安全を守る警察や消防。近年数多くなった自然災害への対

処と防止対策。道路の整備。そして豊かな暮らしのためのさまざまな公共施設。これらを利用しても無料だったり、支払

っても低料金で利用できるのは税金のおかげです。この夏休みの間に、私はたくさんの公共機関を利用しました。学校、

陸上競技場、図書館、高速道路、キャンプ場そして公園。これを税金なしに利用者が全て負担するとなると、一体私はい

くら払わなくてはいけないのでしょう。税金によって私の生活は支えられています。

　税金のことを調べる中で、私たちの生活は税金で成り立ち、豊かに生活していくには税金は欠かせないことが分かりま

した。税金の必要性を知り、財政が圧迫した今の日本には、増税も必要かもしれません。まだ私は、消費税を払うことし

かできませんが、この豊かな生活、安心して暮らせる生活を未来まで続けていくためにも、一人一人が納税の義務をきち

んと守るべきだと思います。そして、その税金が私たちの生活を守る支えとして、有意義に使われることを願います。

●丸亀税務署管内納税貯蓄組合連合会　会長賞
『僕らの明るい未来のために』 多度津中学校３年  中　洋二朗  さん

　国民は法律の定めるところにより、納税の義務を負う。納税は、勤労、教育の義務と並ぶ国

民の三大義務として、日本国憲法第三十条に定められていると社会科の時間に習った。税金は、

僕たちが毎日利用している道路や橋などを整備すること、生命や財産を災害や犯罪から守るこ

と、生活に困っている人を保護し、僕たちが豊かで健康的な生活を営むためにどうしても必要

なものなのだ。僕たちの通う学校などの公共施設の維持、管理などの身近なものから産業の振

興や外交など広い範囲にわたっている。僕たちの暮らしをより良くするためには、たくさんの

費用がかかる。その費用を税金という形で負担しているのだ。このことを勉強するまでは、せ

っかく働いてもらった給料から税金を取られるなんて、ちょっと損をしたような気分なんだろうなと思っていた。でも、

それは自分の都合だけを優先した自分勝手な考えであった。

　今、日本は大変な時代を迎えている。そのことは、中学生の僕にも分かる。景気はどんどん悪くなり、外交問題も山積

みだ。そして信じられないほどの被害をもたらした東日本大震災。いったい日本は、どうなってしまうのだろう。今回の

震災をニュースで初めて知った時、あまりに恐ろしい惨状を目のあたりにして僕は言葉を失った。これは、現実に起きて

いることなのか、信じることができなかった。僕たちの中学校でも、すぐに義援金を生徒会を中心に呼びかけ、少しでも

役に立ちたいと活動した。しかし、これ程の被害から立ち直るには、もっと大きな力が必要だ。日本は、赤字大国で借金

がかなり膨らんでいて、破綻する一歩手前の状態らしい。今回の震災の復興にかかる莫大な予算をどう捻出していくか。

その基本が税金なのだ。税金という仕組みがなければ、こんな時、国は崩壊寸前に追い込まれてしまうだろう。国民一人

一人が納税という義務を果たすことで、どんなピンチも乗り越えられる国をみんなの手で作り上げ、支えているのである。

そして、国民の努力の結晶である税金の使い道については、しっかり国会で話し合い、一番必要なところに有意義に使っ

てほしい。そのためにも僕たちは、どんなところにどんな使い方をしていけばよいのか、きちんと考えの持てる大人にな

らなければならないと思う。また、貴重な税金が使われている身の回りのものを無駄にしないよう、大切に使わなければ

ならない。中学生の僕なら学校にある机やいすをはじめ、四月に無償でもらう教科書など数えあげたらきりがない。もう

、人事ではないのだ。

　僕は、社会の一員として、納税の義務を果たせる大人になりたい。日本の国を僕たちの手で立て直せるかどうか、未来

にバトンをつなぐのは僕たちだ。未来の担い手としての自覚をもって、行動できる自分でありたい。

『第４5回中学生の「税についての作文」』入賞作品紹介『第４5回中学生の「税についての作文」』入賞作品紹介
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中学生の『税についての作文』中学生の『税についての作文』 中学生の『税についての作文』中学生の『税についての作文』
　全国納税貯蓄組合連合会および国税庁が主催する『第４５回中学生の「税についての作文」』において、多度津中学校
（横関文雄校長）の、酒井紀香さん（２年）、渡邊百香さん（３年）、山地美桜さん（３年）、中　洋二朗さん
（３年）、長川佳菜子さん（３年）の作品が入選されましたのでご紹介します。

●四国税理士会　丸亀支部長賞
『幸せを支える税金』　 多度津中学校２年   酒井　紀香  さん

「今日は注射に行くよ。」

　毎日の部活動で忙しい私は、夕方に予定を入れられ、ゆっくり家でテレビが見たいと母に言

うでもなくつぶやくと、母は、「この子宮頸がんの予防接種は、とても大切なもの、絶対行く

よ。」と。

　私はなぜなのか聞くと、母の知人はこの病気になり、今も闘病中であること、病気になった

のは結婚して間もなくのことで、子供をあきらめなくてはならなくなったこと。夫婦の悲しみ、

ご両親の心配は私には想像もできないが、大変なことになり、それは今も続いていること。シ

ョックだった。

　子宮頸がん、初めて聞いた。予防接種で防げる病になったのは、ここ最近のことで、今では税金で無料で接種できる。

自己負担だと五万円するらしい。今まで、税金のことを考えたことなどなかった。消費税でさえ、なければもっと安く買

い物ができるなどと思っていた。しかし、税金がなければ、この予防接種も無料にはならず、多くの人が、将来病気にな

るかもしれない。それも幸せの真っただ中にいる人かもしれない。

　税金について何も知らなかったが、たくさんの予防接種の他に、医療費、学校の教科書、体育館などの施設、道路、救

急車など数えきれないくらいある。私も生まれた時から税金のお世話になっていると知った。今も無償で頂いた教科書を

使い、学校施設を利用している。税金はなくてはならないものだと知った。国民を守るためにあるのだと感じた。税金に

守られている、税金があるから安全で豊かな生活ができているのだ。

　今までは、ありがたさに気付いていなかった。税金のことをもっと知ることが、感謝の気持ちであったり、消費税を払

うことがよかったと思えることになるのだと思う。何も知らないままではもったいない。増税が話題になっていても、自

分には関係ないとニュースすら見ていなかった。違うと思った。自分を守るためにも、多くの知らない人々を守るために

も、もっと関心を持ち、知るべきなのだ。

　今まで私を支えてくれた税金に感謝したい。注射を終えて、母のほっとした顔を見た時に強く思えた。幸せを守る税金

を私たちが守らなくてはならない。大人になり、納税者になった時、今度は私が誰かを守る。役に立てる日が来る。今の

この気持ちを忘れないように、納税の義務を果たしていきたい。

●社団法人丸亀法人会　会長賞
『本当の税金』　 多度津中学校３年  渡邊　百香  さん

　私は、今年「子宮頸ガン」の予防接種を受けました。このワクチンは、今年から初めての予

防接種で、小学六年生から高校一年生までの人を対象に、公費助成で行われる予防接種です。

個人で負担すれば、一人五万円当たりの費用がかかるそうです。私は注射が好きではないので、

受けなくて済むのなら受けたくないと思っていました。でも、母から子宮頸ガンの病気の話を

聞き、受けなくてはならないと思いました。母は、私と妹が対象の学年であり、無料で受けら

れる事に感謝していました。

　私は、これまで税金に対していいように考えていませんでした。それは、テレビや新聞、私

の周りにいる大人の人達からの話で、いい印象を受けていないからです。私自身、学校や病院、公共施設等税金で成り立

っていることは知っていますが、私の中では当たり前の事になっていたので、深く考えてみた事がありません。だから、

増税の話がでていても他人事でした。日常の家族の会話を聞いていて、私の家は増税を良く思っていないのが分かります。

　今回、予防接種を受け、自分が幼少期に受けた予防接種の事、勉強は好きじゃなく仕方なく行っていた学校も中三にな

り、将来の夢が漠然と見えはじめた今、学ぶ事ができる学校へと見方も変わり、当たり前だった税金、他人事だった税金

について考えるようになりました。増税や税金の無駄遣いと税金について、両親によく思わない理由を聞いてみました。

　理由は、公共施設が税金で賄われていることに関しては感謝しているし、予防接種のお陰で私や妹が元気に成長できて

いる。学校にも行けている。だから、税金を納めるのは当たり前だし、これからの私達の未来を考えたら増税も当たり前

だ。一部の税金の使い方や政治に対して、怒りを感じているとのことです。

　人は、日常で当たり前になってくると感謝する事を忘れてしまいます。今回、両親と税金について話をし、今の生活が

できているのは、父が頑張って家族のために働いてくれている事、納めてくれている税金からだという事が分かりました。

　私は今は中学生なので「教育の義務」で社会に出る準備をしっかりしたいと思います。そして、社会人になったら「勤

労の義務」で一生懸命働き、働いたお金で税金を納め、「納税の義務」を果たしたいと思います。

今回の予防接種のおかげで、税金に対しての考え方が少し変わりました。一部の人の間違った税金の考え方がなくなるた

めに、正しい税金を伝えなくてはならないと思いました。「本当の税金」が分かってこそ、住みよい暮らしができるのだ

と思います。

●四国税理士会　丸亀支部長賞
『豊かな生活のための税金』　 多度津中学校３年   山地　美桜  さん

　九州に住む祖母の家は、田園地帯にあります。家の近くには、自然豊かな地にその自然をい

かした、県で最も広い県営の公園があります。まだ整備中の所もありますが、ほぼ完成した立

派な公園です。公園内には、照明が完備されたテニスコートや野球場、体育館といった立派な

施設があり、周りには子供向けの数種類の遊具も並んでいます。ジョギングコースや体力向上
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　小学校の時に税務署の方が来校されて、税金についてお話をして下さいましたが、普段税金について深く考えることが

ありません。しかし、この作文を書くにあたり、税金の使われ方を思い浮かべると、私の生活は、税金で豊かに暮らせて

いることを痛感しました。

　生活に欠かせない上下水道施設、ゴミ処理、医療。暮らしの安全を守る警察や消防。近年数多くなった自然災害への対

処と防止対策。道路の整備。そして豊かな暮らしのためのさまざまな公共施設。これらを利用しても無料だったり、支払

っても低料金で利用できるのは税金のおかげです。この夏休みの間に、私はたくさんの公共機関を利用しました。学校、

陸上競技場、図書館、高速道路、キャンプ場そして公園。これを税金なしに利用者が全て負担するとなると、一体私はい

くら払わなくてはいけないのでしょう。税金によって私の生活は支えられています。

　税金のことを調べる中で、私たちの生活は税金で成り立ち、豊かに生活していくには税金は欠かせないことが分かりま

した。税金の必要性を知り、財政が圧迫した今の日本には、増税も必要かもしれません。まだ私は、消費税を払うことし

かできませんが、この豊かな生活、安心して暮らせる生活を未来まで続けていくためにも、一人一人が納税の義務をきち

んと守るべきだと思います。そして、その税金が私たちの生活を守る支えとして、有意義に使われることを願います。

●丸亀税務署管内納税貯蓄組合連合会　会長賞
『僕らの明るい未来のために』 多度津中学校３年  中　洋二朗  さん

　国民は法律の定めるところにより、納税の義務を負う。納税は、勤労、教育の義務と並ぶ国

民の三大義務として、日本国憲法第三十条に定められていると社会科の時間に習った。税金は、

僕たちが毎日利用している道路や橋などを整備すること、生命や財産を災害や犯罪から守るこ

と、生活に困っている人を保護し、僕たちが豊かで健康的な生活を営むためにどうしても必要

なものなのだ。僕たちの通う学校などの公共施設の維持、管理などの身近なものから産業の振

興や外交など広い範囲にわたっている。僕たちの暮らしをより良くするためには、たくさんの

費用がかかる。その費用を税金という形で負担しているのだ。このことを勉強するまでは、せ

っかく働いてもらった給料から税金を取られるなんて、ちょっと損をしたような気分なんだろうなと思っていた。でも、

それは自分の都合だけを優先した自分勝手な考えであった。

　今、日本は大変な時代を迎えている。そのことは、中学生の僕にも分かる。景気はどんどん悪くなり、外交問題も山積

みだ。そして信じられないほどの被害をもたらした東日本大震災。いったい日本は、どうなってしまうのだろう。今回の

震災をニュースで初めて知った時、あまりに恐ろしい惨状を目のあたりにして僕は言葉を失った。これは、現実に起きて

いることなのか、信じることができなかった。僕たちの中学校でも、すぐに義援金を生徒会を中心に呼びかけ、少しでも

役に立ちたいと活動した。しかし、これ程の被害から立ち直るには、もっと大きな力が必要だ。日本は、赤字大国で借金

がかなり膨らんでいて、破綻する一歩手前の状態らしい。今回の震災の復興にかかる莫大な予算をどう捻出していくか。

その基本が税金なのだ。税金という仕組みがなければ、こんな時、国は崩壊寸前に追い込まれてしまうだろう。国民一人

一人が納税という義務を果たすことで、どんなピンチも乗り越えられる国をみんなの手で作り上げ、支えているのである。

そして、国民の努力の結晶である税金の使い道については、しっかり国会で話し合い、一番必要なところに有意義に使っ

てほしい。そのためにも僕たちは、どんなところにどんな使い方をしていけばよいのか、きちんと考えの持てる大人にな

らなければならないと思う。また、貴重な税金が使われている身の回りのものを無駄にしないよう、大切に使わなければ

ならない。中学生の僕なら学校にある机やいすをはじめ、四月に無償でもらう教科書など数えあげたらきりがない。もう

、人事ではないのだ。

　僕は、社会の一員として、納税の義務を果たせる大人になりたい。日本の国を僕たちの手で立て直せるかどうか、未来

にバトンをつなぐのは僕たちだ。未来の担い手としての自覚をもって、行動できる自分でありたい。
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中学生の『税についての作文』中学生の『税についての作文』親切・人権親切・人権
SmallKindness・Human Rights

●丸亀税務署管内納税貯蓄組合連合会　優秀賞
『公共サービスと税金』　 多度津中学校３年   長川　佳菜子  さん

　私は今、十四歳です。今まで幼稚園、小学校、中学校という整備された環境で、不自由なく

学んだり、生活をしたりすることができました。そして、このことは当然のこと、他の誰もが

同じような環境で生活してきたのだと思っていたので、あまり深く考えることがありませんで

した。

　しかしある時、すべての子供たちが、日本のような授業が受けられているわけではないこと

を知りました。だから、なぜ私たちは整備された環境でよい教育を受けることができているの

はどうしてだろう。また、その環境をつくるためのお金はどこから出しているのだろうと疑問

に思うようになりました。そして考えてみると、すべて国民が納めた税金でまかなわれていることに気づきました。

　私たちは日々、さまざまな公共サービスに関わっています。特に、私は最近図書館にお世話になっています。中学三年

生になり、受験をひかえた大事な時期に、静かで落ち着いて勉強できる図書館という場所は、私にとってとても大切な場

所となっています。

　私がよく行く図書館は、とても広い空間の中にあらゆる年代、種類の本や雑誌などがずらりと並んでいます。そして、

小さな子どもが気軽に来て絵本を読めるスペース。私たちのような学生や大人たちが集中して勉強したり、本を読んだり

できるスペースがあります。加えて、冷暖房も完備されているので、とても便利です。

　この図書館を私たちが快適に利用できるのは、すべて税金のおかげです。税金がなければ、冷暖房の設備、年代に合わ

せたスペースをつくることはもちろん、大きな図書館をつくることさえ難しいかもしれません。図書館だけでなく、税金

なしではできないことがたくさんあります。

　私たちは、今まで便利すぎる環境の中で育ってきたために、公共サービスを受けられるありがたさをよく考えずに生き

てきたと思います。そして、公共サービスをまかなっている税金というものがどれだけ大切かを、分かっていなかったと

思います。

　税金というと、何かとマイナスイメージが多く、税金ってなくてもいいのにという思いや、今より税金が上がるのは困

るなあという思いの方が強かったです。

　しかし、私たちが快適で住みよい生活を送るためには、税金が必要不可欠なものだということを感じました。だから、

納税の義務は必ず守ってほしいし、税金を使う時には無駄のないように使ってほしいです。そして、私が大人になって税

金を納めるようになれば、義務を守り、よりよい生活が送れるようにしたいです。

丸亀税務署から確定申告についてお知らせ　　　☎２３－２２２１（代表）
　税務署では、申告書・収支内訳書などの提出書類について、ご自分で作成し、イータックス（ｅ－Ｔａｘ）や郵送
等で早めに提出していただくことをお勧めしています。イータックスを利用すれば、インターネットで申告や納税が
できます。イータックスに関する詳細はイータックスホームページをご覧ください。（http://www.e-tax.nta.go.jp）

●確定申告書等作成コーナーの設置について
　ご自分で申告書を作成される方のために、申告会場（確
　定申告書等作成コーナー）を設置し、記載方法のアドバ
　イスを行います。
【期　間】２月１５日（水）～３月１５日（木）
　　　　　（土・日曜を除く）
【時　間】９時～１６時
【場　所】丸亀市民会館２階　第２・３・５会議室
　　　　（受付は第５会議室）
　※期間中は丸亀税務署内には申告会場を設けていません。
　※ご来場の際は極力公共交通機関をご利用ください。
　※閉庁日（土・日曜）は申告相談・申告書の受付は行い
　　ませんが、申告書を郵送または税務署の時間外収受箱
　　に投函することで提出できます。

●申告と納税の期限
　所得税および贈与税は３月１５日（木）まで、消費税および地方消費税（個人事業者）は４月２日（月）までです。
　※所得税および贈与税の申告期限間近になると、申告会場は大変混雑します。
　※所得税と消費税および地方消費税の納税は、安全・確実・便利な振替納税（口座振替）をご利用下さい。

●申告に必要な書類など
　◎申告書（お持ちでない方は、申告会場でお渡しし
　　ます。昨年、申告会場で電子申告を利用された方
　　には、申告書を郵送していません。）
　◎所得金額の計算に必要な書類（源泉徴収票など）
　◎印鑑
　◎国民健康保険料・国民年金保険料などの支払金額
　　が分かる書類
　◎生命保険料・地震保険料の控除証明書
　◎税金が還付される場合は、申告者名義の預貯金の
　　口座番号が分かるもの
　◎昨年の申告書の控えをお持ちの方は、その控え
　◎昨年、申告会場で電子申告をご利用された方にお
　　渡しした『茶色の封筒』

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
と

　
　
　
　
　
　あ
い
さ
つ
運
動
』

　
　
　多
度
津
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　庄
野

　克
宏

　最
近
、
公
共
生
活
上
の
ル
ー
ル

違
反
や
、
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
た
い

へ
ん
気
に
な
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
混
雑
し
た
列
車
の
座
席
で
の

大
ま
た
開
き
、
風
か
み
を
歩
き
な

が
ら
の
喫
煙
や
吸
殻
の
ポ
イ
捨
て
、

講
演
会
で
の
私
語
、
図
書
館
で
の

携
帯
電
話
な
ど
、
何
気
な
い
行
動

や
し
ぐ
さ
が
、
そ
の
周
囲
に
非
常

に
不
快
感
を
与
え
て
お
り
、
何
と

か
な
ら
な
い
も
の
か
と
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
電
車
で
四
人
向
か

い
の
席
を
、
20
歳
ぐ
ら
い
の
一
人

の
青
年
が
、
足
を
前
方
の
席
に
投

げ
出
し
て
占
拠
し
て
い
ま
し
た
。

次
第
に
車
内
の
席
が
混
ん
で
き
て
、

ス
テ
ッ
キ
を
持
っ
た
80
歳
く
ら
い

の
男
性
が
「
足
を
下
ろ
し
な
さ
い
」

と
注
意
し
た
と
こ
ろ
、
青
年
は
無

視
し
た
ま
ま
。
す
る
と
周
り
に
い

た
人
た
ち
が
「
あ
ん
た
、
聞
こ
え

な
い
の
か
」
と
次
々
と
援
護
射
撃

を
し
、
青
年
は
従
わ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　イ
ギ
リ
ス
で
は
勇
気
を
出
し
て
、

叱
っ
た
人
を
孤
立
に
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
風
土
が
あ
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
に
対
し
日
本
は
「
寝
た

ふ
り
を
し
た
り
、
知
ら
ん
顔
を
し

て
い
る
」
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

日
本
人
の
悲
観
的
な
行
動
は
、
子

ど
も
の
頃
に
両
親
や
大
人
か
ら
叱

ら
れ
た
り
、
し
つ
け
ら
れ
た
り
す

る
事
が
少
な
く
、
違
反
や
不
正
を

注
意
す
る
土
壌
が
そ
も
そ
も
で
き

■善 意 （12月分） 　　敬称略
●多度津町社会福祉協議会
　長尾　真宏（元　町）
　中津　徳久（西白方）
　上山　保子（元　町）
　髙嶋　　馨（山　階）
　竹林公彦・後藤廣美（家中）
　フジグループ労働組合連合会、
　㈱山倉建設ＹＧ建究会

●特別養護老人ホーム『桃陵苑』
　谷口　　明（山　階）
　西山　重一（　庄　）
　髙嶋　　馨（山　階）
　『小さな親切』運動多度津支部、
　山崎生花店、多度津商工会議所
　女性会、多度津町生活研究グル
　ープ連絡協議会、ＪＡ多度津女
　性部、ひまわりの会、すいせん
　の会、㈳多度津町シルバー人材
　センター、多度津ニュースポー
　ツ同好会、多度津高校、すみれ
　グループ

●『小さな親切』運動多度津町支部
　石川千代子（西白方）

■各婦人会・商工会議所女性会の
　皆さんが寄附
　多度津・豊原・四箇・白方地区婦
　人会と、多度津商工会議所女性会
　の皆さんから『健康フェスタ２０
　１１（１０月２３日）』のバザー
　収益金を、『歳末助け合い募金』
　として寄附していただきました。

■『小さな親切』運動多度津町
　支部が『桃陵苑』の窓拭き清掃
　１２月８日、『小さな親切』運
　動多度津町支部の皆さんが、定
　期的に実施されている、特別養
　護老人ホーム『桃陵苑』の窓拭
　き清掃を行いました。

て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　伝
統
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
家
庭
で

は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
ト
イ
レ

の
汚
し
は
親
た
ち
が
正
し
い
処
理

の
手
本
を
見
せ
て
、
こ
れ
を
10
歳

ま
で
に
終
え
、
ル
ー
ル
違
反
者
を

注
意
す
る
の
は
自
然
な
行
為
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　叱
ら
れ
る
よ
う
な
ル
ー
ル
違
反

や
マ
ナ
ー
は
自
分
か
ら
し
な
い
事

が
一
番
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
つ

け
は
家
庭
か
ら
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
日
本
の
ぜ
い
弱
な
し
つ
け
の

基
盤
を
も
っ
と
も
っ
と
浮
き
彫
り

に
し
強
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
快

適
な
公
共
生
活
は
始
ま
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
量
し
ま
す
。

　あ
る
学
校
で
は
「
オ
ア
シ
ス
運

動
」
や
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
設

け
、「
お
は
よ
う
が
あ
い
さ
つ
通

１２月４～１０日の『人権週間』にあわせて、１２月
５日、多度津町の人権擁護委員の皆さん５名が、町内
商業施設で人権キャンペーンを実施しました。
委員の皆さんは『人権の花』と名づけられた鉢植えの
花をお客さんに配りながら、人権尊重と人権問題の解
決を呼びかけました。またキャンペーンのあと、福祉
センターで『人権特設相談』も開設され、委員の皆さ
んが住民の方の人権に関する様々な相談に応じました。

り
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
、
地
域
住
民

に
Ｐ
Ｒ
用
の
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
り
、

沿
道
に
看
板
を
立
て
る
な
ど
、
さ

わ
や
か
で
元
気
な
あ
い
さ
つ
の
輪

を
広
げ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
あ
い
さ
つ
や
マ
ナ
ー
は
「
小

さ
な
親
切
」
の
原
点
で
あ
り
ま
す
。

　私
の
知
る
少
年
野
球
チ
ー
ム
の

監
督
は
、
試
合
を
す
る
前
に
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
こ
と
と
、
あ
い
さ

つ
の
通
う
チ
ー
ム
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
勝
つ
こ
と
よ
り
も

「
あ
い
さ
つ
、
感
謝
、
思
い
や
り
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
県
下
で
あ
い
さ

つ
で
一
位
に
な
ろ
う
と
の
指
導
を

行
い
、
勝
利
を
最
優
先
に
す
る
チ

ー
ム
の
多
い
中
で
「
あ
い
さ
つ
香

川
県
一
位
」の
目
標
は
、
頑
張
れ
！

と
応
援
し
た
い
も
の
で
す
。

■人権擁護委員の皆さんが『人権週間』の啓発活動



7 6

中学生の『税についての作文』中学生の『税についての作文』親切・人権親切・人権
SmallKindness・Human Rights

●丸亀税務署管内納税貯蓄組合連合会　優秀賞
『公共サービスと税金』　 多度津中学校３年   長川　佳菜子  さん

　私は今、十四歳です。今まで幼稚園、小学校、中学校という整備された環境で、不自由なく

学んだり、生活をしたりすることができました。そして、このことは当然のこと、他の誰もが

同じような環境で生活してきたのだと思っていたので、あまり深く考えることがありませんで

した。

　しかしある時、すべての子供たちが、日本のような授業が受けられているわけではないこと

を知りました。だから、なぜ私たちは整備された環境でよい教育を受けることができているの

はどうしてだろう。また、その環境をつくるためのお金はどこから出しているのだろうと疑問

に思うようになりました。そして考えてみると、すべて国民が納めた税金でまかなわれていることに気づきました。

　私たちは日々、さまざまな公共サービスに関わっています。特に、私は最近図書館にお世話になっています。中学三年

生になり、受験をひかえた大事な時期に、静かで落ち着いて勉強できる図書館という場所は、私にとってとても大切な場

所となっています。

　私がよく行く図書館は、とても広い空間の中にあらゆる年代、種類の本や雑誌などがずらりと並んでいます。そして、

小さな子どもが気軽に来て絵本を読めるスペース。私たちのような学生や大人たちが集中して勉強したり、本を読んだり

できるスペースがあります。加えて、冷暖房も完備されているので、とても便利です。

　この図書館を私たちが快適に利用できるのは、すべて税金のおかげです。税金がなければ、冷暖房の設備、年代に合わ

せたスペースをつくることはもちろん、大きな図書館をつくることさえ難しいかもしれません。図書館だけでなく、税金

なしではできないことがたくさんあります。

　私たちは、今まで便利すぎる環境の中で育ってきたために、公共サービスを受けられるありがたさをよく考えずに生き

てきたと思います。そして、公共サービスをまかなっている税金というものがどれだけ大切かを、分かっていなかったと

思います。

　税金というと、何かとマイナスイメージが多く、税金ってなくてもいいのにという思いや、今より税金が上がるのは困

るなあという思いの方が強かったです。

　しかし、私たちが快適で住みよい生活を送るためには、税金が必要不可欠なものだということを感じました。だから、

納税の義務は必ず守ってほしいし、税金を使う時には無駄のないように使ってほしいです。そして、私が大人になって税

金を納めるようになれば、義務を守り、よりよい生活が送れるようにしたいです。

丸亀税務署から確定申告についてお知らせ　　　☎２３－２２２１（代表）
　税務署では、申告書・収支内訳書などの提出書類について、ご自分で作成し、イータックス（ｅ－Ｔａｘ）や郵送
等で早めに提出していただくことをお勧めしています。イータックスを利用すれば、インターネットで申告や納税が
できます。イータックスに関する詳細はイータックスホームページをご覧ください。（http://www.e-tax.nta.go.jp）

●確定申告書等作成コーナーの設置について
　ご自分で申告書を作成される方のために、申告会場（確
　定申告書等作成コーナー）を設置し、記載方法のアドバ
　イスを行います。
【期　間】２月１５日（水）～３月１５日（木）
　　　　　（土・日曜を除く）
【時　間】９時～１６時
【場　所】丸亀市民会館２階　第２・３・５会議室
　　　　（受付は第５会議室）
　※期間中は丸亀税務署内には申告会場を設けていません。
　※ご来場の際は極力公共交通機関をご利用ください。
　※閉庁日（土・日曜）は申告相談・申告書の受付は行い
　　ませんが、申告書を郵送または税務署の時間外収受箱
　　に投函することで提出できます。

●申告と納税の期限
　所得税および贈与税は３月１５日（木）まで、消費税および地方消費税（個人事業者）は４月２日（月）までです。
　※所得税および贈与税の申告期限間近になると、申告会場は大変混雑します。
　※所得税と消費税および地方消費税の納税は、安全・確実・便利な振替納税（口座振替）をご利用下さい。

●申告に必要な書類など
　◎申告書（お持ちでない方は、申告会場でお渡しし
　　ます。昨年、申告会場で電子申告を利用された方
　　には、申告書を郵送していません。）
　◎所得金額の計算に必要な書類（源泉徴収票など）
　◎印鑑
　◎国民健康保険料・国民年金保険料などの支払金額
　　が分かる書類
　◎生命保険料・地震保険料の控除証明書
　◎税金が還付される場合は、申告者名義の預貯金の
　　口座番号が分かるもの
　◎昨年の申告書の控えをお持ちの方は、その控え
　◎昨年、申告会場で電子申告をご利用された方にお
　　渡しした『茶色の封筒』
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●『小さな親切』運動多度津町支部
　石川千代子（西白方）

■各婦人会・商工会議所女性会の
　皆さんが寄附
　多度津・豊原・四箇・白方地区婦
　人会と、多度津商工会議所女性会
　の皆さんから『健康フェスタ２０
　１１（１０月２３日）』のバザー
　収益金を、『歳末助け合い募金』
　として寄附していただきました。

■『小さな親切』運動多度津町
　支部が『桃陵苑』の窓拭き清掃
　１２月８日、『小さな親切』運
　動多度津町支部の皆さんが、定
　期的に実施されている、特別養
　護老人ホーム『桃陵苑』の窓拭
　き清掃を行いました。

て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　伝
統
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
家
庭
で

は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
ト
イ
レ

の
汚
し
は
親
た
ち
が
正
し
い
処
理

の
手
本
を
見
せ
て
、
こ
れ
を
10
歳

ま
で
に
終
え
、
ル
ー
ル
違
反
者
を

注
意
す
る
の
は
自
然
な
行
為
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　叱
ら
れ
る
よ
う
な
ル
ー
ル
違
反

や
マ
ナ
ー
は
自
分
か
ら
し
な
い
事

が
一
番
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
つ

け
は
家
庭
か
ら
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
日
本
の
ぜ
い
弱
な
し
つ
け
の

基
盤
を
も
っ
と
も
っ
と
浮
き
彫
り

に
し
強
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
快

適
な
公
共
生
活
は
始
ま
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
量
し
ま
す
。

　あ
る
学
校
で
は
「
オ
ア
シ
ス
運

動
」
や
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
設

け
、「
お
は
よ
う
が
あ
い
さ
つ
通

１２月４～１０日の『人権週間』にあわせて、１２月
５日、多度津町の人権擁護委員の皆さん５名が、町内
商業施設で人権キャンペーンを実施しました。
委員の皆さんは『人権の花』と名づけられた鉢植えの
花をお客さんに配りながら、人権尊重と人権問題の解
決を呼びかけました。またキャンペーンのあと、福祉
センターで『人権特設相談』も開設され、委員の皆さ
んが住民の方の人権に関する様々な相談に応じました。

り
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
、
地
域
住
民

に
Ｐ
Ｒ
用
の
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
り
、

沿
道
に
看
板
を
立
て
る
な
ど
、
さ

わ
や
か
で
元
気
な
あ
い
さ
つ
の
輪

を
広
げ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
あ
い
さ
つ
や
マ
ナ
ー
は
「
小

さ
な
親
切
」
の
原
点
で
あ
り
ま
す
。

　私
の
知
る
少
年
野
球
チ
ー
ム
の

監
督
は
、
試
合
を
す
る
前
に
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
こ
と
と
、
あ
い
さ

つ
の
通
う
チ
ー
ム
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
勝
つ
こ
と
よ
り
も

「
あ
い
さ
つ
、
感
謝
、
思
い
や
り
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
県
下
で
あ
い
さ

つ
で
一
位
に
な
ろ
う
と
の
指
導
を

行
い
、
勝
利
を
最
優
先
に
す
る
チ

ー
ム
の
多
い
中
で
「
あ
い
さ
つ
香

川
県
一
位
」の
目
標
は
、
頑
張
れ
！

と
応
援
し
た
い
も
の
で
す
。

■人権擁護委員の皆さんが『人権週間』の啓発活動
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■
た
ど
つ
俳
檀（
第
55
回
）

　
　
　  

小
西
と
し
じ

　選

【
第
一
席
】

欄
干
の
い
つ
も
の
処
干
菜
か
な

　
　元

　町

　
　
　岡
部

　富
雄

〔
評
〕
欄
干
に
干
し
て
あ
る
冬
菜

　を
見
つ
け
た
。
い
つ
も
の
場
所

　で
あ
る
。
「
あ
っ
、
冬
に
な
っ

　た
の
だ
。
」
と
作
者
は
思
っ
た

　で
あ
ろ
う
。
季
節
感
が
上
手
に

　描
か
れ
て
い
る
。

【
第
二
席
】

猪
怖
れ
棒
切
れ
傍
に
畑
仕
事

　
　佐

　柳

　
　
　浜
辺

　忠
志

〔
評
〕
最
近
、
山
の
獣
た
ち
が
人

　家
に
近
づ
き
田
畑
を
荒
ら
す
様

　に
な
っ
た
。
大
切
な
作
物
を
守

　る
為
に
、
棒
切
れ
を
手
に
畑
仕

　事
。
猪
も
可
哀
想
だ
が
、
先
祖

　か
ら
の
地
は
守
ら
ね
ば
な
ら
な

　い
。

【
第
三
席
】

渡
り
来
て
湖
心
に
憩
ふ
鴨
の
陣

　ま
ん
の
う
町

　
　大
西
つ
ね
子

〔
評
〕
初
鴨
が
飛
来
。
し
か
し
人
々

　や
犬
な
ど
を
警
戒
し
て
、
湖
の

　真
中
辺
り
に
陣
を
つ
く
る
。
ゆ

　っ
く
り
休
ん
で
里
に
慣
れ
れ
ば
、

　人
懐
こ
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
作

　者
も
そ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

　い
る
。

【
佳

　作
】

剪
る
も
惜
し
散
ら
す
も
惜
し
き

冬
の
ば
ら

　
　東

　浜

　
　
　小
野
登
志
美

【
佳

　作
】

上
皇
の
悲
話
を
抱
き
て
山
眠
る

　
　家

　中

　
　
　守
屋

　幸
子

■
次
回
た
ど
つ
俳
檀

　
　
第
56
回
俳
句
作
品
募
集

▽
題
名
＝
当
季
雑
詠

▽
選
者
＝
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人

　
　
　
　
　
　小
西
と
し
じ
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
３
月
17
日
（土）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
平
成
23
年
度
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
11

　月
23
日
／
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

▽
男
子
一
部

　優

　勝
＝
白
井
・
野
尻

▽
女
子
一
部

　優

　勝
＝
笠
井
・
谷
山

▽
二
部

　優

　勝
＝
喜
多
村
・
藤
久

●
平
成
23
年
度
町
内
柔
道
大
会（
11

　月
23
日
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

▽
９
歳
以
下
の
部

　優

　勝
＝
柳
原

　紅
波

　準
優
勝
＝
岡
部

　沙
紀

　３

　位
＝
大
塚

　
　涼

▽
12
歳
以
下
の
部

　優

　勝
＝
西
川

　竣
介

　準
優
勝
＝
岡
部

　沙
紀

　３

　位
＝
間
賀

　
　望

▽
15
歳
以
下
の
部

　優

　勝
＝
高
島

　海
斗

　

　準
優
勝
＝
楠
瀬

　将
太

　３

　位
＝
高
島

　孝
明

　

▽
18
歳
以
下
の
部

　優

　勝
＝
堀
井

　朝
日

　準
優
勝
＝
高
島

　海
斗

　３

　位
＝
高
島

　孝
明

▽
女
子
一
般
の
部

　優

　勝
＝
金
家

　弘
枝

　準
優
勝
＝
上
岡

　礼
佳

　３

　位
＝
室
本

　梨
緒

▽
男
子
一
般
の
部

　優

　勝
＝
香
川

　陽
平

　準
優
勝
＝
堀
井

　朝
日

　３

　位
＝
高
島

　海
斗

●
第
19
回
県
協
会
会
長
杯
多
度
津

　町
招
待
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　（
12
月
11
日
／
町
民
体
育
館
）

　優

　勝
＝
ス
カ
イ
ラ
ー
ク

　準
優
勝
＝
オ
リ
ー
ブ

■
桃
陵
大
学
２
月
行
事

【
運
営
委
員
会
】

①
日
時
＝
３
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
運
営
委
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
16
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
芸
能
発
表
会

　場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
15
日
（水）
／
10
時

　行
事
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
練
習
会

　場
所
＝
町
武
道
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
７
日
（火）
／
13
時
45
分

　行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　
　（
昔
の
暮
ら
し
）

　場
所
＝
四
箇
小
学
校

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
18
日
（土）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
町
政
教
室

　場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

②
日
時
＝
25
日
（土）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
児
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　（
お
茶
会
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■『
ひ
だ
ま
り
』２
月
講
習

●
14
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
歌
っ
て
、
笑
っ
て
、

　
　
　
　
　
　リ
ラ
ッ
ク
ス
』

　▽
講
師
＝
三
崎
め
ぐ
み

●
28
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
は
・
は
・
歯
ッ
ピ
ー
Ⅱ
』

　▽
講
師
＝
本
田

　理
恵

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
切
り
絵

▽
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　１
階
・
２
階
指
定
壁
面

※
期
間
は
い
ず
れ
も
２
月
１
日
（水）

　〜
28
日
（火）
の
８
時
30
分
〜
17
時

　（
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
有
）

■
老
人
健
康
施
設
２
月
行
事

７
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　リ
ン
パ
整
体
／
13
時

８
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

９
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

10
日
（金）
る
ん
る
ん
軽
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

13
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

14
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

15
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

17
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

21
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

22
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

23
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

24
日
（金）
お
話
し
会
／
13
時
15
分

27
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

28
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

文
化
教
養

文
化
教
養

■
老
人
ク
ラ
ブ
２
月
行
事

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
３
日
（金）

　行
事
＝
豊
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　連
合
会
理
事
会

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
２
月
５
日
（日）

　２
０
１
２
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　開
場
12
時
00
分
開
演
12
時
30
分

●
２
月
10
日
（金）

　開
館
20
周
年
記
念

　Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
公
開
録
音

　
　
　
　
　
　『
歌
の
散
歩
道
』

　開
場
17
時
00
分
開
演
17
時
40
分

※
観
覧
は
無
料
で
す
が
入
場
整
理

　券
が
必
要
で
す
。
（
入
場
整
理

　券
の
申
し
込
み
受
付
は
終
了
）

●
２
月
25
日
（土）

　仲
多
度
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　指
導
者
研
修
会

　開
場
９
時
30
分
開
演
10
時
00
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
0

●ファミリー健康ウォーク２０１１●ファミリー健康ウォーク２０１１

●小学校で
　マラソン大会
●小学校で
　マラソン大会

　１２月４日（日）に、中央公民館主催の『ファミリー健康ウォーク
２０１１』が開催されました。
　前日の天候とはうって変わって風も無く、比較的に暖かい天候の中、
スタッフも含めた参加者６２名の皆さんは、「ＪＲ塩入駅」～道の駅
「空の夢もみの木パーク」～「いこいの郷公園」～「ＪＲ琴平駅」ま
での、約１０．２ｋｍを元気に完歩しました。

各小学校で、マラソン大
会が行われました。児童
の皆さんは、寒さに負け
ず、最後まで一生懸命に
走っていました。

■
２
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
多
度
津
町
長
杯

　町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
冬
季
大
会

　▽
日
時
＝
11
日
（土）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
第
29
回
多
度
津
町
長
杯

　サ
ッ
カ
ー
大
会
（
一
般
の
部
）

　▽
日
時
＝
12
日
・
19
日
・
26
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　／
８
時

　▽
場
所
＝
多
度
津
山
サ
ッ
カ
ー
場

●
第
８
回
多
度
津
町
長
杯

　
　
　
　
　イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　▽
日
時
＝
19
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｂ
）

　▽
日
時
＝
26
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
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■
た
ど
つ
俳
檀（
第
55
回
）

　
　
　  

小
西
と
し
じ

　選

【
第
一
席
】

欄
干
の
い
つ
も
の
処
干
菜
か
な

　
　元

　町

　
　
　岡
部

　富
雄

〔
評
〕
欄
干
に
干
し
て
あ
る
冬
菜

　を
見
つ
け
た
。
い
つ
も
の
場
所

　で
あ
る
。
「
あ
っ
、
冬
に
な
っ

　た
の
だ
。
」
と
作
者
は
思
っ
た

　で
あ
ろ
う
。
季
節
感
が
上
手
に

　描
か
れ
て
い
る
。

【
第
二
席
】

猪
怖
れ
棒
切
れ
傍
に
畑
仕
事

　
　佐

　柳

　
　
　浜
辺

　忠
志

〔
評
〕
最
近
、
山
の
獣
た
ち
が
人

　家
に
近
づ
き
田
畑
を
荒
ら
す
様

　に
な
っ
た
。
大
切
な
作
物
を
守

　る
為
に
、
棒
切
れ
を
手
に
畑
仕

　事
。
猪
も
可
哀
想
だ
が
、
先
祖

　か
ら
の
地
は
守
ら
ね
ば
な
ら
な

　い
。

【
第
三
席
】

渡
り
来
て
湖
心
に
憩
ふ
鴨
の
陣

　ま
ん
の
う
町

　
　大
西
つ
ね
子

〔
評
〕
初
鴨
が
飛
来
。
し
か
し
人
々

　や
犬
な
ど
を
警
戒
し
て
、
湖
の

　真
中
辺
り
に
陣
を
つ
く
る
。
ゆ

　っ
く
り
休
ん
で
里
に
慣
れ
れ
ば
、

　人
懐
こ
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
作

　者
も
そ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

　い
る
。

【
佳

　作
】

剪
る
も
惜
し
散
ら
す
も
惜
し
き

冬
の
ば
ら

　
　東

　浜

　
　
　小
野
登
志
美

【
佳

　作
】

上
皇
の
悲
話
を
抱
き
て
山
眠
る

　
　家

　中

　
　
　守
屋

　幸
子

■
次
回
た
ど
つ
俳
檀

　
　
第
56
回
俳
句
作
品
募
集

▽
題
名
＝
当
季
雑
詠

▽
選
者
＝
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人

　
　
　
　
　
　小
西
と
し
じ
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
３
月
17
日
（土）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
平
成
23
年
度
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
11

　月
23
日
／
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

▽
男
子
一
部

　優

　勝
＝
白
井
・
野
尻

▽
女
子
一
部

　優

　勝
＝
笠
井
・
谷
山

▽
二
部

　優

　勝
＝
喜
多
村
・
藤
久

●
平
成
23
年
度
町
内
柔
道
大
会（
11

　月
23
日
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

▽
９
歳
以
下
の
部

　優

　勝
＝
柳
原

　紅
波

　準
優
勝
＝
岡
部

　沙
紀

　３

　位
＝
大
塚

　
　涼

▽
12
歳
以
下
の
部

　優

　勝
＝
西
川

　竣
介

　準
優
勝
＝
岡
部

　沙
紀

　３

　位
＝
間
賀

　
　望

▽
15
歳
以
下
の
部

　優

　勝
＝
高
島

　海
斗

　

　準
優
勝
＝
楠
瀬

　将
太

　３

　位
＝
高
島

　孝
明

　

▽
18
歳
以
下
の
部

　優

　勝
＝
堀
井

　朝
日

　準
優
勝
＝
高
島

　海
斗

　３

　位
＝
高
島

　孝
明

▽
女
子
一
般
の
部

　優

　勝
＝
金
家

　弘
枝

　準
優
勝
＝
上
岡

　礼
佳

　３

　位
＝
室
本

　梨
緒

▽
男
子
一
般
の
部

　優

　勝
＝
香
川

　陽
平

　準
優
勝
＝
堀
井

　朝
日

　３

　位
＝
高
島

　海
斗

●
第
19
回
県
協
会
会
長
杯
多
度
津

　町
招
待
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　（
12
月
11
日
／
町
民
体
育
館
）

　優

　勝
＝
ス
カ
イ
ラ
ー
ク

　準
優
勝
＝
オ
リ
ー
ブ

■
桃
陵
大
学
２
月
行
事

【
運
営
委
員
会
】

①
日
時
＝
３
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
運
営
委
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
16
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
芸
能
発
表
会

　場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
15
日
（水）
／
10
時

　行
事
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
練
習
会

　場
所
＝
町
武
道
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
７
日
（火）
／
13
時
45
分

　行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　
　（
昔
の
暮
ら
し
）

　場
所
＝
四
箇
小
学
校

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
18
日
（土）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
町
政
教
室

　場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

②
日
時
＝
25
日
（土）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
児
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　（
お
茶
会
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■『
ひ
だ
ま
り
』２
月
講
習

●
14
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
歌
っ
て
、
笑
っ
て
、

　
　
　
　
　
　リ
ラ
ッ
ク
ス
』

　▽
講
師
＝
三
崎
め
ぐ
み

●
28
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
は
・
は
・
歯
ッ
ピ
ー
Ⅱ
』

　▽
講
師
＝
本
田

　理
恵

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
切
り
絵

▽
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　１
階
・
２
階
指
定
壁
面

※
期
間
は
い
ず
れ
も
２
月
１
日
（水）

　〜
28
日
（火）
の
８
時
30
分
〜
17
時

　（
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
有
）

■
老
人
健
康
施
設
２
月
行
事

７
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　リ
ン
パ
整
体
／
13
時

８
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

９
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

10
日
（金）
る
ん
る
ん
軽
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

13
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

14
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

15
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

17
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

21
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

22
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

23
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

24
日
（金）
お
話
し
会
／
13
時
15
分

27
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

28
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

文
化
教
養

文
化
教
養

■
老
人
ク
ラ
ブ
２
月
行
事

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
３
日
（金）

　行
事
＝
豊
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　連
合
会
理
事
会

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
２
月
５
日
（日）

　２
０
１
２
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　開
場
12
時
00
分
開
演
12
時
30
分

●
２
月
10
日
（金）

　開
館
20
周
年
記
念

　Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
公
開
録
音

　
　
　
　
　
　『
歌
の
散
歩
道
』

　開
場
17
時
00
分
開
演
17
時
40
分

※
観
覧
は
無
料
で
す
が
入
場
整
理

　券
が
必
要
で
す
。
（
入
場
整
理

　券
の
申
し
込
み
受
付
は
終
了
）

●
２
月
25
日
（土）

　仲
多
度
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　指
導
者
研
修
会

　開
場
９
時
30
分
開
演
10
時
00
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
0

●ファミリー健康ウォーク２０１１●ファミリー健康ウォーク２０１１

●小学校で
　マラソン大会
●小学校で
　マラソン大会

　１２月４日（日）に、中央公民館主催の『ファミリー健康ウォーク
２０１１』が開催されました。
　前日の天候とはうって変わって風も無く、比較的に暖かい天候の中、
スタッフも含めた参加者６２名の皆さんは、「ＪＲ塩入駅」～道の駅
「空の夢もみの木パーク」～「いこいの郷公園」～「ＪＲ琴平駅」ま
での、約１０．２ｋｍを元気に完歩しました。

各小学校で、マラソン大
会が行われました。児童
の皆さんは、寒さに負け
ず、最後まで一生懸命に
走っていました。

■
２
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
多
度
津
町
長
杯

　町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
冬
季
大
会

　▽
日
時
＝
11
日
（土）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
第
29
回
多
度
津
町
長
杯

　サ
ッ
カ
ー
大
会
（
一
般
の
部
）

　▽
日
時
＝
12
日
・
19
日
・
26
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　／
８
時

　▽
場
所
＝
多
度
津
山
サ
ッ
カ
ー
場

●
第
８
回
多
度
津
町
長
杯

　
　
　
　
　イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　▽
日
時
＝
19
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｂ
）

　▽
日
時
＝
26
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
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し
た
。
制
度
改
正
に
伴
い
、
新
た

な
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◎
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方

　は
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
つ
い
て

・
制
度
改
正
に
伴
い
、
す
べ
て
の

　受
給
者
を
対
象
と
し
て
、
新
た

　な
認
定
請
求
手
続
き
が
必
要
と

　な
り
ま
す
。

・
新
た
に
申
請
が
な
い
場
合
、
子

　ど
も
手
当
は
支
給
さ
れ
な
く
な

　り
ま
す
。

・
平
成
24
年
３
月
30
日
ま
で
に
申

　請
す
れ
ば
、
10
月
１
日
に
遡
っ

　て
支
給
さ
れ
ま
す
。
期
限
を
１

　日
で
も
過
ぎ
る
と
こ
の
期
間
の

　手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
出
産
・
転
入
の
際
は
、
右
記
の

　期
限
に
よ
ら
ず
、
す
み
や
か
に

　申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
福
祉
保
健
課
の
窓
口
で
受
付

　け
し
ま
す
。
（
公
務
員
の
方
は

　勤
務
先
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
）

▽
手
当
月
額

・
０
〜
３
歳
未
満

　１
万
５
千
円

・
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前

　（
第
１
子
・
第
２
子
）
１
万
円

　（
第
３
子
）

　
　１
万
５
千
円

・
中
学
生

　
　
　
　
　
　１
万
円

《
寄

　贈
》

■
多
度
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　多
度
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ

り
、
多
度
津
町
お
よ
び
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、
青
色
回
転

灯
付
き
巡
回
用
自
動
車
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
ク
ラ
ブ

設
立
50
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
、
12
月
６
日
に
金

井
浩
三
会
長
よ
り
、
丸
尾
町
長
と

井
上
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　今
後
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
交
通

安
全
・
健
全
育
成
の
呼
び
か
け
や

啓
発
活
動
に
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

《
お
知
ら
せ
》

■
子
ど
も
手
当
の
新
規
申
請
に

　
　
　
　
　つ
い
て
（
再
案
内
）

　平
成
23
年
10
月
よ
り
、
新
た
な

子
ど
も
手
当
制
度
が
設
け
ら
れ
ま

▽
主
な
変
更
点

・
国
内
に
居
住
す
る
子
ど
も
に
支

　給
（
留
学
等
を
除
く
）

・
施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も

　の
手
当
は
施
設
の
設
置
者
に
支
給

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
申
請
者
が
厚
生
年
金
に
加
入
し

　て
い
る
場
合
は
、
保
険
証
の
コ

　ピ
ー

・
単
身
赴
任
等
で
対
象
児
童
が
町

　外
在
住
の
場
合
は
、
子
ど
も
が

　い
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

【
問
合
せ
・
申
請
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
４
４
８
８

　
■
『
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

　３
月
12
日
か
ら
17
日
ま
で
、
フ

ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
る
『
世
界
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
に
て
、
「
多
度
津

町
再
生
水
利
用
計
画
事
業
」
の
事

例
発
表
を
行
い
ま
す
。
『
世
界
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
は
、
世
界
で
深
刻

化
す
る
水
問
題
、
衛
生
問
題
に
お

け
る
世
界
の
関
心
を
高
め
、
国
連

機
関
や
多
数
の
国
の
参
加
に
よ
り
、

世
界
の
水
政
策
に
つ
い
て
議
論
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
上
下
水
道
課
）

■
軽
自
動
車
の
廃
車
・

　名
義
変
更
の
手
続
き
に
つ
い
て

　軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

年
度
途
中
に
廃
車
手
続
き
を
し
て

も
、
自
動
車
税
（
普
通
乗
用
車
等
）

の
よ
う
な
月
割
り
課
税
の
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
税
金
の
払
い

戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　す
で
に
廃
棄
し
た
り
、
譲
渡
し

た
方
は
、
廃
車
の
手
続
き
を
し
な

い
と
平
成
24
年
度
も
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
し
て

下
さ
い
。
な
お
、
車
種
に
よ
り
手

続
き
先
が
違
い
ま
す
の
で
、
ご
不

明
な
場
合
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
税
務
課

　町
民
税
係

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
８

■
香
川
運
輸
支
局
か
ら
お
願
い

　年
度
末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す

の
で
、
自
動
車
の
車
検
・
廃
車
・

名
義
変
更
は
、
お
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

◎
香
川
運
輸
支
局
（
検
査
関
係
）

　☎
０
８
７
‐
８
８
２
‐
１
３
５
５

◎
香
川
運
輸
支
局
（
登
録
関
係
）

　☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
７
５

◎
香
川
県
県
税
事
務
所
（
自
動
車
税
）

　☎
０
８
７
‐
８
８
１
‐
３
８
５
８

◎
軽
自
動
車
検
査
協
会
（
軽
自
動
車
）

　☎
０
８
７
‐
８
７
０
‐
６
６
７
６

■
全
国一斉『
法
務
局
休
日

　
　相
談
所
』の
開
設
に
つ
い
て

　高
松
法
務
局
で
は
、
住
民
の

方
々
に
広
く
法
務
局
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
、
休
日
の
無
料
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
登
記
・
戸
籍
・
国
籍
・

供
託
・
人
権
な
ど
に
関
す
る
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
２
月
12
日
（日）

　
　
　
　10
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局

※
高
松
・
土
庄
・
観
音
寺
会
場
も

　同
時
開
催

▽
担
当
者
＝
法
務
局
職
員
、
司
法

　
　
　書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

　
　
　公
証
人
、
人
権
擁
護
委
員

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　高
松
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

　☎
０
８
７
‐
８
２
１
‐
６
３
４
２

■
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　国
民
年
金
の
保
険
料
を
１
年

分
・
６
か
月
分
な
ど
、
一
定
期
間

分
ま
と
め
て
納
め
る
と
保
険
料
が

割
引
さ
れ
ま
す
。

●
前
納
納
付
期
限

▽
１
年
前
納
＝
４
月
〜
翌
年
３
月

　
　分
を
４
月
末
ま
で
に
納
付

▽
６
か
月
前
納
＝
４
月
〜
９
月
分

　
　を
４
月
末
ま
で
に
、
10
月
〜

　
　翌
年
３
月
分
を
10
月
末
ま
で

　
　に
納
付

※
現
金
で
前
納
す
る
場
合
は
、
４

　月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
く

　納
付
案
内
書
に
同
封
の
前
納
用

　納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
１
年
分
・
６
か
月
分
以
外
で
も

　希
望
す
る
月
か
ら
前
納
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■
国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て

　『
国
民
年
金
基
金
』
は
自
営
業

者
な
ど
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
の
方
が
、
国
民
年
金
の
「
上

乗
せ
」
年
金
と
し
て
加
入
で
き
る

年
金
制
度
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人
＝
20
歳
か
ら
60

　
　歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号

　
　被
保
険
者
で
す
。
た
だ
し
、

　
　国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除

　
　さ
れ
て
い
る
人
、
農
業
者
年

　
　金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
加

　
　入
で
き
ま
せ
ん
。

※
国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と

　な
っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
、

　基
金
の
掛
金
を
納
付
し
て
い
た

　と
し
て
も
、
年
金
ま
た
は
遺
族

　一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
『
国
民
年
金
基
金
』
相
談
会
開
催

　香
川
県
国
民
年
金
基
金
で
は
、

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て
の
年
金

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
２
月
13
日
（月）

　
　
　
　10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

　

【
問
合
せ
】

　香
川
県
国
民
年
金
基
金

　☎
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

2
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

2
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
区

10
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
北

鴨
、
学
園
台
、
堀
江
、
若
葉
町

木・月金・火

33
・
４
４
２
５

33
・
４
４
２
５

３
／
１

３
／
１

３
／
６

３
／
２

３
／
２

３
／
５

３
／
５

20

　

（水） （水）（水）（水）（木）

15 ８
（水）
１

17
（金）

23
（木）
２21

（金）（木）
27
（月）

17
（木）
16

22
（金） （木）（木）

16
（木）

10
（金）
24

（金）
10 23

（月）
13 7

（火）

14 28
（火） （火）

292
（木）

９９
（金）
３

（火）

高
見

　６

　・

　
　・

佐
柳

　６

　・
13

　・
20

　・
27

　

（月）（月）

（月）

（月）

（月）

（月）
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し
た
。
制
度
改
正
に
伴
い
、
新
た

な
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◎
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方

　は
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
つ
い
て

・
制
度
改
正
に
伴
い
、
す
べ
て
の

　受
給
者
を
対
象
と
し
て
、
新
た

　な
認
定
請
求
手
続
き
が
必
要
と

　な
り
ま
す
。

・
新
た
に
申
請
が
な
い
場
合
、
子

　ど
も
手
当
は
支
給
さ
れ
な
く
な

　り
ま
す
。

・
平
成
24
年
３
月
30
日
ま
で
に
申

　請
す
れ
ば
、
10
月
１
日
に
遡
っ

　て
支
給
さ
れ
ま
す
。
期
限
を
１

　日
で
も
過
ぎ
る
と
こ
の
期
間
の

　手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
出
産
・
転
入
の
際
は
、
右
記
の

　期
限
に
よ
ら
ず
、
す
み
や
か
に

　申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
福
祉
保
健
課
の
窓
口
で
受
付

　け
し
ま
す
。
（
公
務
員
の
方
は

　勤
務
先
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
）

▽
手
当
月
額

・
０
〜
３
歳
未
満

　１
万
５
千
円

・
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前

　（
第
１
子
・
第
２
子
）
１
万
円

　（
第
３
子
）

　
　１
万
５
千
円

・
中
学
生

　
　
　
　
　
　１
万
円

《
寄

　贈
》

■
多
度
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　多
度
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ

り
、
多
度
津
町
お
よ
び
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、
青
色
回
転

灯
付
き
巡
回
用
自
動
車
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
ク
ラ
ブ

設
立
50
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
、
12
月
６
日
に
金

井
浩
三
会
長
よ
り
、
丸
尾
町
長
と

井
上
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　今
後
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
交
通

安
全
・
健
全
育
成
の
呼
び
か
け
や

啓
発
活
動
に
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

《
お
知
ら
せ
》

■
子
ど
も
手
当
の
新
規
申
請
に

　
　
　
　
　つ
い
て
（
再
案
内
）

　平
成
23
年
10
月
よ
り
、
新
た
な

子
ど
も
手
当
制
度
が
設
け
ら
れ
ま

▽
主
な
変
更
点

・
国
内
に
居
住
す
る
子
ど
も
に
支

　給
（
留
学
等
を
除
く
）

・
施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も

　の
手
当
は
施
設
の
設
置
者
に
支
給

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
申
請
者
が
厚
生
年
金
に
加
入
し

　て
い
る
場
合
は
、
保
険
証
の
コ

　ピ
ー

・
単
身
赴
任
等
で
対
象
児
童
が
町

　外
在
住
の
場
合
は
、
子
ど
も
が

　い
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

【
問
合
せ
・
申
請
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
４
４
８
８

　
■
『
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

　３
月
12
日
か
ら
17
日
ま
で
、
フ

ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
る
『
世
界
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
に
て
、
「
多
度
津

町
再
生
水
利
用
計
画
事
業
」
の
事

例
発
表
を
行
い
ま
す
。
『
世
界
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
は
、
世
界
で
深
刻

化
す
る
水
問
題
、
衛
生
問
題
に
お

け
る
世
界
の
関
心
を
高
め
、
国
連

機
関
や
多
数
の
国
の
参
加
に
よ
り
、

世
界
の
水
政
策
に
つ
い
て
議
論
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
上
下
水
道
課
）

■
軽
自
動
車
の
廃
車
・

　名
義
変
更
の
手
続
き
に
つ
い
て

　軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

年
度
途
中
に
廃
車
手
続
き
を
し
て

も
、
自
動
車
税
（
普
通
乗
用
車
等
）

の
よ
う
な
月
割
り
課
税
の
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
税
金
の
払
い

戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　す
で
に
廃
棄
し
た
り
、
譲
渡
し

た
方
は
、
廃
車
の
手
続
き
を
し
な

い
と
平
成
24
年
度
も
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
し
て

下
さ
い
。
な
お
、
車
種
に
よ
り
手

続
き
先
が
違
い
ま
す
の
で
、
ご
不

明
な
場
合
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
税
務
課

　町
民
税
係

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
８

■
香
川
運
輸
支
局
か
ら
お
願
い

　年
度
末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す

の
で
、
自
動
車
の
車
検
・
廃
車
・

名
義
変
更
は
、
お
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

◎
香
川
運
輸
支
局
（
検
査
関
係
）

　☎
０
８
７
‐
８
８
２
‐
１
３
５
５

◎
香
川
運
輸
支
局
（
登
録
関
係
）

　☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
７
５

◎
香
川
県
県
税
事
務
所
（
自
動
車
税
）

　☎
０
８
７
‐
８
８
１
‐
３
８
５
８

◎
軽
自
動
車
検
査
協
会
（
軽
自
動
車
）

　☎
０
８
７
‐
８
７
０
‐
６
６
７
６

■
全
国一斉『
法
務
局
休
日

　
　相
談
所
』の
開
設
に
つ
い
て

　高
松
法
務
局
で
は
、
住
民
の

方
々
に
広
く
法
務
局
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
、
休
日
の
無
料
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
登
記
・
戸
籍
・
国
籍
・

供
託
・
人
権
な
ど
に
関
す
る
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
２
月
12
日
（日）

　
　
　
　10
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局

※
高
松
・
土
庄
・
観
音
寺
会
場
も

　同
時
開
催

▽
担
当
者
＝
法
務
局
職
員
、
司
法

　
　
　書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

　
　
　公
証
人
、
人
権
擁
護
委
員

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　高
松
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

　☎
０
８
７
‐
８
２
１
‐
６
３
４
２

■
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　国
民
年
金
の
保
険
料
を
１
年

分
・
６
か
月
分
な
ど
、
一
定
期
間

分
ま
と
め
て
納
め
る
と
保
険
料
が

割
引
さ
れ
ま
す
。

●
前
納
納
付
期
限

▽
１
年
前
納
＝
４
月
〜
翌
年
３
月

　
　分
を
４
月
末
ま
で
に
納
付

▽
６
か
月
前
納
＝
４
月
〜
９
月
分

　
　を
４
月
末
ま
で
に
、
10
月
〜

　
　翌
年
３
月
分
を
10
月
末
ま
で

　
　に
納
付

※
現
金
で
前
納
す
る
場
合
は
、
４

　月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
く

　納
付
案
内
書
に
同
封
の
前
納
用

　納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
１
年
分
・
６
か
月
分
以
外
で
も

　希
望
す
る
月
か
ら
前
納
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■
国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て

　『
国
民
年
金
基
金
』
は
自
営
業

者
な
ど
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
の
方
が
、
国
民
年
金
の
「
上

乗
せ
」
年
金
と
し
て
加
入
で
き
る

年
金
制
度
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人
＝
20
歳
か
ら
60

　
　歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号

　
　被
保
険
者
で
す
。
た
だ
し
、

　
　国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除

　
　さ
れ
て
い
る
人
、
農
業
者
年

　
　金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
加

　
　入
で
き
ま
せ
ん
。

※
国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と

　な
っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
、

　基
金
の
掛
金
を
納
付
し
て
い
た

　と
し
て
も
、
年
金
ま
た
は
遺
族

　一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
『
国
民
年
金
基
金
』
相
談
会
開
催

　香
川
県
国
民
年
金
基
金
で
は
、

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て
の
年
金

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
２
月
13
日
（月）

　
　
　
　10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

　

【
問
合
せ
】

　香
川
県
国
民
年
金
基
金

　☎
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

2
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

2
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
区

10
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
北

鴨
、
学
園
台
、
堀
江
、
若
葉
町

木・月金・火

33
・
４
４
２
５

33
・
４
４
２
５

３
／
１

３
／
１

３
／
６

３
／
２

３
／
２

３
／
５

３
／
５

20

　

（水） （水）（水）（水）（木）

15 ８
（水）
１

17
（金）

23
（木）
２21

（金）（木）
27
（月）

17
（木）
16

22
（金） （木）（木）

16
（木）

10
（金）
24

（金）
10 23

（月）
13 7

（火）

14 28
（火） （火）

292
（木）

９９
（金）
３

（火）

高
見

　６

　・

　
　・

佐
柳

　６

　・
13

　・
20

　・
27

　

（月）（月）

（月）

（月）

（月）

（月）
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Information・Invitation・Topics お知らせ・募集・まちかどズームお知らせ・募集・まちかどズームTopics
まちかどズームまちかどズーム

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら
お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
工
房
の
休
館
に
つ
い
て

　ご
み
処
理
施
設
受
変
電
設
備
の

点
検
・
整
備
に
よ
る
全
館
停
電
の

た
め
２
月
18
日
（土）
、
19
日
（日）
は
、

休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　（
２
月
20
日
（月）
は
休
館
日
）

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
２
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

　12
日
（日）
木
工
講
座
『
五
月
人
形
』

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
10
名

　25
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
５
名

　26
日
（日）
自
転
車
の
点
検
修
理
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
２
名

　26
日
（日）
古
布
講
座
『
手
ほ
い
』

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
５
名

　※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
づ
く
り

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

　桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
２
月
実
施
は
12
日
（日）
・
26
日
（日）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■『
職
業
相
談
会
』開
催

　多
度
津
町
で
は
次
の
と
お
り

『
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀
出
張
職
業

相
談
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
３
月
６
日
（火）

　
　
　
　13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３
階

【
問
合
せ
】

多
度
津
町
産
業
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
21
‐
８
６
０
９

■『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
』開
催

　『
香
川
県
17
ウ
ォ
ー
ク
多
度
津

町
大
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

費
３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）、

弁
当
、
飲
料
水
、
雨
具
を
持
参
の

う
え
、
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽
日
時
＝
２
月
12
日
（日）

　９
時
〜

▽
集
合
・
受
付
＝
多
度
津
町
役
場

　に
て
当
日
８
時
よ
り
申
込
受
付

【
問
合
せ
】

　香
川
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　☎
０
８
７
‐
８
１
３
‐
２
８
３
３

●多度津中学生『職場体験学習』
　多度津中学校（横関文雄校長）の２年生が１２月１３～１５日にわたり、町内外の事業所や公共機関などで職場体験学習
を行いました。これは、生徒に将来の職業選択への関心を高めさせ、また生徒自身が自分の個性や適性を認識することを目
的として毎年実施されているもので、生徒はそれぞれが希望する職場を決めて、実際の『仕事』を体験しました。
　「楽しかった」「辛かった」など、いろいろな感想があったと思いますが、実際の職場の雰囲気を感じられたことは、生
徒にとって自分の将来を考えるうえで貴重な体験になったのではないでしょうか。

（この記事は、町役場で職場体験学習を行った栁原　奨さん・窪　佳織さん・髙島拓郎さんが取材・作成されました）
　特別養護老人ホーム『桃陵苑』では、多
度津中学生２名が職場体験をしていました。
　ここでは、お年寄りの方の手を消毒した
り、お茶を配ったりしながら、お年寄りの
方とお話をしていました。他には窓ふきな
どの仕事を体験させてもらっていました。
　なぜこの職場を選んだか理由を聞いてみ
ると「母親が老人ホームで働いていたので、
興味を持った」ということでした。　　　　　　　
　『桃陵苑』での職場体験の感想を聞いて　　
みると、「いろんなお年寄りの方がいるの　
でどのように接したらよいのかが難しく、　　　
職場の方にアドバイスをもらいながら働い
ていると興味がわいた」と答えてくれまし
た。　　

★「私たちが取材しました！」

★多度津町役場の仕事を体験してみて

　今回、多度津町役場の仕事を体験して
くれた栁原さん、窪さん、髙島さんは、
「初めは緊張していましたが、除々に慣
れてきました。また機会があれば体験し
てみたいです。」と感想を話してくれま
した。皆さん、お疲れ様でした！

　多度津町では、行政と町民の方々と意見交換を行い、住民参画・住民協働の
町づくりに努めるため、『対話集会』を開催しました。
　１０月に多度津地区・豊原地区・四箇地区・白方地区、１１月に高見地区・
佐柳地区の本浦と長崎の計７会場で、総勢１９９人の方々にご参加いただき、
自主防災組織や津波対策、産業・農業の振興策など、多数のご意見をいただき
ました。
　皆様からのご意見を、今後の町政に活かしていきたいと考えています。

● 町長との『対話集会』

● 多高生が白方漁協で『漁業体験』
　多度津高校（渡邊晋二校長）の海洋生産科の生徒約３０
名が、白方漁業協同組合（田中純雄組合長）で『カキの水
揚げ』や『カキむき』を体験しました。
　これは、（社）香川県水産振興協会が新規漁業就業者を
確保するため、養殖業や地魚の生産・消費を体験してもら
おうと「地域漁業体験学習会」の一環として実施されたも
のです。
　参加した生徒の皆さん
は、漁業者の方から指導
を受けたあと、約２時間
にわたり、カキの水揚げ
・カキむきを体験。その
ほか多度津小学校の中尾
栄養教諭から、魚介類の
栄養に関する講義を受け
たあと、カキの調理実習
を行うなど、貴重な体験
ができました。

　豊原保育所で藤井高校の音楽部による演奏会
が開かれました。
　お兄さん、お姉さんの楽しくて迫力のある演
奏は、知っている曲がたくさんあり、自然と体
でリズムを感じている
子どもたち。手拍子を
したり、歌をうたった
りと興奮の渦に包まれ
ました。

● 豊原保育所で
　　藤井高校音楽部演奏会

　１２月１６日に多度津高校で、震度６以上の
地震が発生し、大津波警報が発令されたとの想
定で、避難訓練が実施されました。
　６０２人の全生徒が、各教室から校内グラン
ドへ、スムーズに避難されました。

● 多度津高校で避難訓練を実施！

　「新年の一番初めに昇る太陽とともに、すてきな一年
をスタートさせよう」と、元旦恒例の『初日の出を見る
会（主催：多度津町子ども会育成連絡協議会）』が、多
度津山サッカー場で開催され、みんなで「餅つき」を行
ったあと、温かい「ぜんざい」を作って食べました。
　今年の元旦の空には、雲が少しかかっていましたが、
雲間から太陽が顔をのぞかせると、参加者の皆さんは、
万歳三唱をして新年の幕開けを祝いました。

● 『初日の出を見る会２０１２』
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Information・Invitation・Topics お知らせ・募集・まちかどズームお知らせ・募集・まちかどズームTopics
まちかどズームまちかどズーム

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら
お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
工
房
の
休
館
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つ
い
て

　ご
み
処
理
施
設
受
変
電
設
備
の

点
検
・
整
備
に
よ
る
全
館
停
電
の

た
め
２
月
18
日
（土）
、
19
日
（日）
は
、

休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　（
２
月
20
日
（月）
は
休
館
日
）

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
２
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

　12
日
（日）
木
工
講
座
『
五
月
人
形
』

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
10
名

　25
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
５
名

　26
日
（日）
自
転
車
の
点
検
修
理
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
２
名

　26
日
（日）
古
布
講
座
『
手
ほ
い
』

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
５
名

　※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
づ
く
り

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

　桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
２
月
実
施
は
12
日
（日）
・
26
日
（日）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■『
職
業
相
談
会
』開
催

　多
度
津
町
で
は
次
の
と
お
り

『
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀
出
張
職
業

相
談
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
３
月
６
日
（火）

　
　
　
　13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３
階

【
問
合
せ
】

多
度
津
町
産
業
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
21
‐
８
６
０
９

■『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
』開
催

　『
香
川
県
17
ウ
ォ
ー
ク
多
度
津

町
大
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

費
３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）、

弁
当
、
飲
料
水
、
雨
具
を
持
参
の

う
え
、
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽
日
時
＝
２
月
12
日
（日）

　９
時
〜

▽
集
合
・
受
付
＝
多
度
津
町
役
場

　に
て
当
日
８
時
よ
り
申
込
受
付

【
問
合
せ
】

　香
川
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　☎
０
８
７
‐
８
１
３
‐
２
８
３
３

●多度津中学生『職場体験学習』
　多度津中学校（横関文雄校長）の２年生が１２月１３～１５日にわたり、町内外の事業所や公共機関などで職場体験学習
を行いました。これは、生徒に将来の職業選択への関心を高めさせ、また生徒自身が自分の個性や適性を認識することを目
的として毎年実施されているもので、生徒はそれぞれが希望する職場を決めて、実際の『仕事』を体験しました。
　「楽しかった」「辛かった」など、いろいろな感想があったと思いますが、実際の職場の雰囲気を感じられたことは、生
徒にとって自分の将来を考えるうえで貴重な体験になったのではないでしょうか。

（この記事は、町役場で職場体験学習を行った栁原　奨さん・窪　佳織さん・髙島拓郎さんが取材・作成されました）
　特別養護老人ホーム『桃陵苑』では、多
度津中学生２名が職場体験をしていました。
　ここでは、お年寄りの方の手を消毒した
り、お茶を配ったりしながら、お年寄りの
方とお話をしていました。他には窓ふきな
どの仕事を体験させてもらっていました。
　なぜこの職場を選んだか理由を聞いてみ
ると「母親が老人ホームで働いていたので、
興味を持った」ということでした。　　　　　　　
　『桃陵苑』での職場体験の感想を聞いて　　
みると、「いろんなお年寄りの方がいるの　
でどのように接したらよいのかが難しく、　　　
職場の方にアドバイスをもらいながら働い
ていると興味がわいた」と答えてくれまし
た。　　

★「私たちが取材しました！」

★多度津町役場の仕事を体験してみて

　今回、多度津町役場の仕事を体験して
くれた栁原さん、窪さん、髙島さんは、
「初めは緊張していましたが、除々に慣
れてきました。また機会があれば体験し
てみたいです。」と感想を話してくれま
した。皆さん、お疲れ様でした！

　多度津町では、行政と町民の方々と意見交換を行い、住民参画・住民協働の
町づくりに努めるため、『対話集会』を開催しました。
　１０月に多度津地区・豊原地区・四箇地区・白方地区、１１月に高見地区・
佐柳地区の本浦と長崎の計７会場で、総勢１９９人の方々にご参加いただき、
自主防災組織や津波対策、産業・農業の振興策など、多数のご意見をいただき
ました。
　皆様からのご意見を、今後の町政に活かしていきたいと考えています。

● 町長との『対話集会』

● 多高生が白方漁協で『漁業体験』
　多度津高校（渡邊晋二校長）の海洋生産科の生徒約３０
名が、白方漁業協同組合（田中純雄組合長）で『カキの水
揚げ』や『カキむき』を体験しました。
　これは、（社）香川県水産振興協会が新規漁業就業者を
確保するため、養殖業や地魚の生産・消費を体験してもら
おうと「地域漁業体験学習会」の一環として実施されたも
のです。
　参加した生徒の皆さん
は、漁業者の方から指導
を受けたあと、約２時間
にわたり、カキの水揚げ
・カキむきを体験。その
ほか多度津小学校の中尾
栄養教諭から、魚介類の
栄養に関する講義を受け
たあと、カキの調理実習
を行うなど、貴重な体験
ができました。

　豊原保育所で藤井高校の音楽部による演奏会
が開かれました。
　お兄さん、お姉さんの楽しくて迫力のある演
奏は、知っている曲がたくさんあり、自然と体
でリズムを感じている
子どもたち。手拍子を
したり、歌をうたった
りと興奮の渦に包まれ
ました。

● 豊原保育所で
　　藤井高校音楽部演奏会

　１２月１６日に多度津高校で、震度６以上の
地震が発生し、大津波警報が発令されたとの想
定で、避難訓練が実施されました。
　６０２人の全生徒が、各教室から校内グラン
ドへ、スムーズに避難されました。

● 多度津高校で避難訓練を実施！

　「新年の一番初めに昇る太陽とともに、すてきな一年
をスタートさせよう」と、元旦恒例の『初日の出を見る
会（主催：多度津町子ども会育成連絡協議会）』が、多
度津山サッカー場で開催され、みんなで「餅つき」を行
ったあと、温かい「ぜんざい」を作って食べました。
　今年の元旦の空には、雲が少しかかっていましたが、
雲間から太陽が顔をのぞかせると、参加者の皆さんは、
万歳三唱をして新年の幕開けを祝いました。

● 『初日の出を見る会２０１２』



離乳食講習会（平成23年９～10月生まれ）、３歳児健診（平成20年７      

月生まれ）、１歳６か月児健診（平成22年６～７月生まれ）、乳幼児健      

康相談（平成23年４月生まれの乳児と幼児）      

健セ＝保健センター／豊婦＝豊原農村婦人の家／白公＝白方地区公民      

館／中央公＝中央公民館／四公＝四箇地区公民館／豊保＝豊原保育所      

／高見＝高見いこいの家／福セ＝福祉センター／四公＝四箇地区公民      

館／本浦＝本浦住民会館／佐柳＝佐柳いこいの家      

15 14

※『林求馬邸』開館日は、２月５日（日）、３月４日（日）です。

保健だより保健だより ２月の予定２月の予定申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談
日曜日

9:30-12:00

13:30-15:00

13:30-15:00

9:30-12:30

13:30-15:00

9:30-12:30

9:30-12:30

10:00-11:30

9:30-12:30

13:30-14:30

9:30-12:30

13:30-15:00

10:00-11:00

13:30-15:00

9:30-12:30

13:30-14:30

10:00-11:30

14:30-15:30

9:00-11:00

13:30-15:00

10:00-11:30

13:30-15:00

9:30-11:00

10:00-12:30

10:00-12:30

9:30-12:00

9:00-16:00

9:30-13:00

9:30-10:30

13:30-15:00

13:30-15:00

13:30-15:30

13:30-15:00

13:30-15:30

10:00-11:30

13:00-14:30

１日(水)

２日(木)

３日(金)

６日(月)

７日(火)

８日(水)

９日(木)

10日(金)

13日(月)

14日(火)

15日(水)

16日(木)

17日(金)

18日(土)

20日(月)

21日(火)

22日(水)

23日(木)

24日(金)

27日(月)

28日(火)

健セ

豊婦

健セ

健セ

白公

健セ

豊婦

中央公

白公

健セ

四公

豊婦

豊保

健セ

白公

健セ

健セ

高見

健セ

健セ

福セ

福セ

四公

本浦

高見

白公

健セ

四公

健セ

健セ

健セ

健セ

四公

健セ

本浦

佐柳

のびのび広場   

豊原地区福祉保健推進員会   

　研修会   

離乳食講習会   

多度津地区母子愛育班   

　料理教室   

生活習慣病予防相談   

食改多度津地区講習会   

食改豊原地区講習会   

多度津地区福祉保健推進員会   

　研修会「応急救護」   

食改白方地区講習会   

３歳児健康診査   

食改四箇地区講習会   

生活習慣病予防相談   

豊原保育所　育児相談   

健康づくりセミナー⑧   

白方地区福祉保健推進員会   

　研修会「料理」   

１歳６か月児健診   

親子ふれあい広場   

健康栄養相談   

ことばの相談（要予約）   

多度津町福祉保健推進員連絡   

　協議会研修会「医師の講演会」   

健康づくり　さくら教室   

生活習慣病予防相談   

四箇地区母子愛育班   

　「寄せ植え教室」   

食改佐柳地区研修会   

食改高見地区研修会   

白方地区母子愛育班   

　「プリザーブドフラワー教室」   

こども相談（要予約）   

四箇地区福祉保健推進員会   

　研修会「料理」   

乳幼児健康相談・ブックスタート   

歯っぴー教室③   

歯周疾患検診フォロー教室②   

マタニティ教室   

生活習慣病予防相談   

脱・メタボ教室「積極的・動機   

　づけ支援者の栄養教室①」   

健康栄養相談   

健康栄養相談   

行　　事 時　間 場所

納期限

２月29日（水）固定資産税・都市計画税

後期高齢者医療保険料

４期

８期

対象税目 期　別

■ 休日当番医

■ 納税・納付

柔道整復   ２月12日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

４日、５日、11日、12日、18日、19日、 
25日、26日、３月３日、４日

６日、11日、13日、20日、27日、29日、 
３月５日

７日、14日、21日、28日、
３月６日

７日、14日、21日、28日、
３月６日

６日、13日、20日、27日、
３月５日

６日、13日、20日、27日、
３月５日

氏 家 内 科

し お か ぜ 病 院

くるみクリニック

ウツミ整形外科

秋 山 医 院

善紀クリニック

（京　町）

（堀江４）

（北鴨２）

（道福寺）

（仲ノ町）

（ 西 浜 ）

２月５日

２月11日

２月12日

２月19日

２月26日

３月４日

☎32-2635

☎33-2545

☎58-5050

☎33-1510

☎32-8326

☎32-7171

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者生
活支援相談

こころの
　相談日

２月16日（木）
　10:30-12:00
電話予約をお願いします

２月21日（火）
　10:00-15:00

２月21日（火）
　10:00-15:00

２月23日（木）
　13:30-16:30

２月16日（木）
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 ２月22日（水）
　10:00-15:00

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 ２月17日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488

日　　時 場所・連絡

　厚生労働省における２００８年の調査によると、香川県は、糖尿病治療を受けている推定患者数を人口１０万人あたりで示

した「受療率」が、入院・外来を合わせ、初めて全国ワースト１となりました。受療率は、厚生労働省が３年ごとに全国の都

道府県で調査しており、香川県の受療率は２００８年には３１４人に急増し、全国平均の１６８人を大きく上回りました。

●糖尿病とは？

　　糖尿病は、何らかの原因で血糖値のコントロールが出来なくなり、

　高血糖状態が続く病気です。日本人に多いⅡ型糖尿病は、食べ物か　

　ら分解されたブドウ糖をエネルギーに変えるために、すい臓から分

　泌されるインスリンが不足したり、働きが弱くなって起こります。

　高血糖が続くと血管を傷つけ、動脈硬化を促進させ、様々な合併症

　を引き起こしていきます。しかし、初期の糖尿病では症状がほとん

　どなく、早期に治療を開始する人が少ないのが現状です。

●予防方法は？

　　冬はついつい食べ過ぎたり、運動不足になりがちです。インスリ

　ン不足を補うためにも、食べ過ぎを避け、適度に運動して、適正体

　重を維持することが、予防や治療の重要なポイントになります。

　　今日から実行できる予防法として、

　　　★１日３食、食べる

　　　★１人分ずつ盛り付け、よくかんで食べる

　　　★生活の中でこまめに体を動かす

　　　★年に１回は健康診断を受け、定期的に

　　　　血糖値をチェックする　など

知っていますか？『糖尿病』■

自治会内で取りまとめた平成２４年度の検診受診調査書

の提出期限は、２月１５日（水）までです。

まだ提出されていない方は、忘れずに、保健センターま

たは町役場福祉保健課へ提出してください。

自治会長の皆様へお願い■

感染防止に努めましょう！！■

【インフルエンザ対策】

　★こまめに手洗い・うがいをする

　★マスクの着用（咳エチケットを実行）

　★十分な栄養や休養

　★早めに予防接種を受ける　

【感染性胃腸炎対策】

　★食品は十分加熱（８５℃で１分以上）し、調理する

　★調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒する

　★調理や食事の前などはもちろん、こまめに手を洗う

　★嘔吐物を処理する時は使い捨ての

　　手袋を用いて、直接手で触れない

　　ように取り除き、ビニール袋に入

　　れて、しばって捨てる

　石綿（アスベスト）は目で見ることのできないほどの細

い繊維からなり、吸い込むことで肺の組織内にたまり、こ

れによって、強い肺機能障害を伴う肺の繊維化（石綿肺）

や肺がん、胸膜肥厚等の病気を引き起こすことがあります。

　また、これらの病気は、いずれも石綿を吸い込んでから

病気になるまでの期間が非常に長いことが特徴で、本人だ

けでなく、衣類などに付着してご家族にも健康障害を起こ

すことがあります。

　石綿製品を製造していた方や、石綿を扱う方（過去に従

事していた方）で、すぐ息切れしたり、咳やたんがよく出

る等の自覚症状のある方、又は気になる方は、医療機関や

町保健センター、又は香川県中讃保健福祉事務所健康福祉

課にご相談ください。

【連絡先】香川県中讃保健福祉事務所　☎0877-24-9961
　　　　　多度津町保健センター　　　☎0877-32-8500

■石綿（アスベスト）と健康障害について

●マタニティ教室

　妊娠・出産・育児…。特に、初めて経験するお父さん

　やお母さんにとっては不安や気になることがたくさん

　あるものです。安心して赤ちゃんを迎えられるようマ

　タニティ教室に参加しましょう。

　【日時】２月２３日（木）／１３時３０分～１５時３０分

　【内容】『お母さんに大切な食事の話・

　　　　　　　お産の話とマタニティヨーガ』

　【日時】３月１１日（日）／９時３０分～１１時３０分

　【内容】『赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）』

●のびのび広場

　　プレイルームを開放します。子どもたちの遊び場・お

　　母さんのおしゃべりの場として遊びにきてください。

　【日時】２月１日（水）／９時３０分～１２時

　【場所】町民健康センター１階　プレイルーム

●親子ふれあい広場

　　遊びの広場を開催します。今月はヘルスメイトさんに

　　よる親子クッキングです。簡単にできるメニューを、

　　ヘルスメイトさんと一緒に作ってみませんか？

　【日時】２月１５日（水）／１０時～１１時３０分

　【場所】町民健康センター１階　プレイルーム

※『のびのび広場』『親子ふれあい広場』とも、お子さん

　の体重や身長などの計測、保健師、栄養士の育児相談も

　同時に行っています。親子で気軽に遊びに来てください。

親子ですくすく、大きく育て！■

糖尿病予防で元気生活を！

　１２月９日（金）健康センターにて、糖尿病

予防教室が行われました。岩本内科医院院長の

岩本正博先生による講演会「糖尿病　本当の怖

さとその対策」では、糖尿病の現状と生活習慣

改善の大切さについて学びました。

　その後、健康運動指導士の尾島文子先生によ

るストレッチ体操と呼吸法で、体をゆっくりほ

ぐしました。

　参加された方は自分自身の健康を振り返る機

会となりました。

　　

●糖尿病についての講演会を開催！

離乳食講習会（平成23年９～10月生まれ）、３歳児健診（平成20年７      

      

康相談（平成23年４月生まれの乳児と幼児）      

健セ＝保健センター／豊婦＝豊原農村婦人の家／白公＝白方地区公民      

館／中央公＝中央公民館／四公＝四箇地区公民館／豊保＝豊原保育所      

／高見＝高見いこいの家／福セ＝福祉センター／四公＝四箇地区公民      

館／本浦＝本浦住民会館／佐柳＝佐柳いこいの家      

第８回健康づくりセミナー■
『心も体もリラックス』（マッサージ実技）
　　講師：日赤香川県支部　藤原　淳子先生
【日　時】２月１３日（月）／１３時３０分～１５時
【場　所】町民健康センター２階 多目的ホール
【持ち物】フェイスタオル１枚
　※参加希望者は保健センターへお申し込みください。



離乳食講習会（平成23年９～10月生まれ）、３歳児健診（平成20年７      

月生まれ）、１歳６か月児健診（平成22年６～７月生まれ）、乳幼児健      

康相談（平成23年４月生まれの乳児と幼児）      

健セ＝保健センター／豊婦＝豊原農村婦人の家／白公＝白方地区公民      

館／中央公＝中央公民館／四公＝四箇地区公民館／豊保＝豊原保育所      

／高見＝高見いこいの家／福セ＝福祉センター／四公＝四箇地区公民      

館／本浦＝本浦住民会館／佐柳＝佐柳いこいの家      

15 14

※『林求馬邸』開館日は、２月５日（日）、３月４日（日）です。

保健だより保健だより ２月の予定２月の予定申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談
日曜日

9:30-12:00

13:30-15:00

13:30-15:00

9:30-12:30

13:30-15:00

9:30-12:30

9:30-12:30

10:00-11:30

9:30-12:30

13:30-14:30

9:30-12:30

13:30-15:00

10:00-11:00

13:30-15:00

9:30-12:30

13:30-14:30

10:00-11:30

14:30-15:30

9:00-11:00

13:30-15:00

10:00-11:30

13:30-15:00

9:30-11:00

10:00-12:30

10:00-12:30

9:30-12:00

9:00-16:00

9:30-13:00

9:30-10:30

13:30-15:00

13:30-15:00

13:30-15:30

13:30-15:00

13:30-15:30

10:00-11:30

13:00-14:30

１日(水)

２日(木)

３日(金)

６日(月)

７日(火)

８日(水)

９日(木)

10日(金)

13日(月)

14日(火)

15日(水)

16日(木)

17日(金)

18日(土)

20日(月)

21日(火)

22日(水)

23日(木)

24日(金)

27日(月)

28日(火)

健セ

豊婦

健セ

健セ

白公

健セ

豊婦

中央公

白公

健セ

四公

豊婦

豊保

健セ

白公

健セ

健セ

高見

健セ

健セ

福セ

福セ

四公

本浦

高見

白公

健セ

四公

健セ

健セ

健セ

健セ

四公

健セ

本浦

佐柳

のびのび広場   

豊原地区福祉保健推進員会   

　研修会   

離乳食講習会   

多度津地区母子愛育班   

　料理教室   

生活習慣病予防相談   

食改多度津地区講習会   

食改豊原地区講習会   

多度津地区福祉保健推進員会   

　研修会「応急救護」   

食改白方地区講習会   

３歳児健康診査   

食改四箇地区講習会   

生活習慣病予防相談   

豊原保育所　育児相談   

健康づくりセミナー⑧   

白方地区福祉保健推進員会   

　研修会「料理」   

１歳６か月児健診   

親子ふれあい広場   

健康栄養相談   

ことばの相談（要予約）   

多度津町福祉保健推進員連絡   

　協議会研修会「医師の講演会」   

健康づくり　さくら教室   

生活習慣病予防相談   

四箇地区母子愛育班   

　「寄せ植え教室」   

食改佐柳地区研修会   

食改高見地区研修会   

白方地区母子愛育班   

　「プリザーブドフラワー教室」   

こども相談（要予約）   

四箇地区福祉保健推進員会   

　研修会「料理」   

乳幼児健康相談・ブックスタート   

歯っぴー教室③   

歯周疾患検診フォロー教室②   

マタニティ教室   

生活習慣病予防相談   

脱・メタボ教室「積極的・動機   

　づけ支援者の栄養教室①」   

健康栄養相談   

健康栄養相談   

行　　事 時　間 場所

納期限

２月29日（水）固定資産税・都市計画税

後期高齢者医療保険料

４期

８期

対象税目 期　別

■ 休日当番医

■ 納税・納付

柔道整復   ２月12日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

４日、５日、11日、12日、18日、19日、 
25日、26日、３月３日、４日

６日、11日、13日、20日、27日、29日、 
３月５日

７日、14日、21日、28日、
３月６日

７日、14日、21日、28日、
３月６日

６日、13日、20日、27日、
３月５日

６日、13日、20日、27日、
３月５日

氏 家 内 科

し お か ぜ 病 院

くるみクリニック

ウツミ整形外科

秋 山 医 院

善紀クリニック

（京　町）

（堀江４）

（北鴨２）

（道福寺）

（仲ノ町）

（ 西 浜 ）

２月５日

２月11日

２月12日

２月19日

２月26日

３月４日

☎32-2635

☎33-2545

☎58-5050

☎33-1510

☎32-8326

☎32-7171

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者生
活支援相談

こころの
　相談日

２月16日（木）
　10:30-12:00
電話予約をお願いします

２月21日（火）
　10:00-15:00

２月21日（火）
　10:00-15:00

２月23日（木）
　13:30-16:30

２月16日（木）
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 ２月22日（水）
　10:00-15:00

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 ２月17日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488

日　　時 場所・連絡

　厚生労働省における２００８年の調査によると、香川県は、糖尿病治療を受けている推定患者数を人口１０万人あたりで示

した「受療率」が、入院・外来を合わせ、初めて全国ワースト１となりました。受療率は、厚生労働省が３年ごとに全国の都

道府県で調査しており、香川県の受療率は２００８年には３１４人に急増し、全国平均の１６８人を大きく上回りました。

●糖尿病とは？

　　糖尿病は、何らかの原因で血糖値のコントロールが出来なくなり、

　高血糖状態が続く病気です。日本人に多いⅡ型糖尿病は、食べ物か　

　ら分解されたブドウ糖をエネルギーに変えるために、すい臓から分

　泌されるインスリンが不足したり、働きが弱くなって起こります。

　高血糖が続くと血管を傷つけ、動脈硬化を促進させ、様々な合併症

　を引き起こしていきます。しかし、初期の糖尿病では症状がほとん

　どなく、早期に治療を開始する人が少ないのが現状です。

●予防方法は？

　　冬はついつい食べ過ぎたり、運動不足になりがちです。インスリ

　ン不足を補うためにも、食べ過ぎを避け、適度に運動して、適正体

　重を維持することが、予防や治療の重要なポイントになります。

　　今日から実行できる予防法として、

　　　★１日３食、食べる

　　　★１人分ずつ盛り付け、よくかんで食べる

　　　★生活の中でこまめに体を動かす

　　　★年に１回は健康診断を受け、定期的に

　　　　血糖値をチェックする　など

知っていますか？『糖尿病』■

自治会内で取りまとめた平成２４年度の検診受診調査書

の提出期限は、２月１５日（水）までです。

まだ提出されていない方は、忘れずに、保健センターま

たは町役場福祉保健課へ提出してください。

自治会長の皆様へお願い■

感染防止に努めましょう！！■

【インフルエンザ対策】

　★こまめに手洗い・うがいをする

　★マスクの着用（咳エチケットを実行）

　★十分な栄養や休養

　★早めに予防接種を受ける　

【感染性胃腸炎対策】

　★食品は十分加熱（８５℃で１分以上）し、調理する

　★調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒する

　★調理や食事の前などはもちろん、こまめに手を洗う

　★嘔吐物を処理する時は使い捨ての

　　手袋を用いて、直接手で触れない

　　ように取り除き、ビニール袋に入

　　れて、しばって捨てる

　石綿（アスベスト）は目で見ることのできないほどの細

い繊維からなり、吸い込むことで肺の組織内にたまり、こ

れによって、強い肺機能障害を伴う肺の繊維化（石綿肺）

や肺がん、胸膜肥厚等の病気を引き起こすことがあります。

　また、これらの病気は、いずれも石綿を吸い込んでから

病気になるまでの期間が非常に長いことが特徴で、本人だ

けでなく、衣類などに付着してご家族にも健康障害を起こ

すことがあります。

　石綿製品を製造していた方や、石綿を扱う方（過去に従

事していた方）で、すぐ息切れしたり、咳やたんがよく出

る等の自覚症状のある方、又は気になる方は、医療機関や

町保健センター、又は香川県中讃保健福祉事務所健康福祉

課にご相談ください。

【連絡先】香川県中讃保健福祉事務所　☎0877-24-9961
　　　　　多度津町保健センター　　　☎0877-32-8500

■石綿（アスベスト）と健康障害について

●マタニティ教室

　妊娠・出産・育児…。特に、初めて経験するお父さん

　やお母さんにとっては不安や気になることがたくさん

　あるものです。安心して赤ちゃんを迎えられるようマ

　タニティ教室に参加しましょう。

　【日時】２月２３日（木）／１３時３０分～１５時３０分

　【内容】『お母さんに大切な食事の話・

　　　　　　　お産の話とマタニティヨーガ』

　【日時】３月１１日（日）／９時３０分～１１時３０分

　【内容】『赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）』

●のびのび広場

　　プレイルームを開放します。子どもたちの遊び場・お

　　母さんのおしゃべりの場として遊びにきてください。

　【日時】２月１日（水）／９時３０分～１２時

　【場所】町民健康センター１階　プレイルーム

●親子ふれあい広場

　　遊びの広場を開催します。今月はヘルスメイトさんに

　　よる親子クッキングです。簡単にできるメニューを、

　　ヘルスメイトさんと一緒に作ってみませんか？

　【日時】２月１５日（水）／１０時～１１時３０分

　【場所】町民健康センター１階　プレイルーム

※『のびのび広場』『親子ふれあい広場』とも、お子さん

　の体重や身長などの計測、保健師、栄養士の育児相談も

　同時に行っています。親子で気軽に遊びに来てください。

親子ですくすく、大きく育て！■

糖尿病予防で元気生活を！

　１２月９日（金）健康センターにて、糖尿病

予防教室が行われました。岩本内科医院院長の

岩本正博先生による講演会「糖尿病　本当の怖

さとその対策」では、糖尿病の現状と生活習慣

改善の大切さについて学びました。

　その後、健康運動指導士の尾島文子先生によ

るストレッチ体操と呼吸法で、体をゆっくりほ

ぐしました。

　参加された方は自分自身の健康を振り返る機

会となりました。

　　

●糖尿病についての講演会を開催！

第８回健康づくりセミナー■
『心も体もリラックス』（マッサージ実技）
　　講師：日赤香川県支部　藤原　淳子先生
【日　時】２月１３日（月）／１３時３０分～１５時
【場　所】町民健康センター２階 多目的ホール
【持ち物】フェイスタオル１枚
　※参加希望者は保健センターへお申し込みください。



【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室　☎33－1115

町の人口町の人口
（１月１日現在　常住人口）（１月１日現在　常住人口）

人　口　
   男　   
   女　　
世帯数

（＋27）
（＋11）
（＋16）
（＋27）

23,347  人
11,494  人
11,853  人
   9,195世帯

2

012
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広報広報

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

地域ぐるみで認知症を支える事業『三好 春樹 講演会』～地域で支えあう暮らしづくりのために～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【主　催】多度津町・多度津町社会福祉協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【と　き】平成２４年３月３日（土）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３時３０分～１５時３０分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【ところ】多度津町民会館（多度津町大通り４－２６）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合せ】多度津町役場　福祉保健課　　　☎３３－４４８８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多度津町地域包括支援センター　☎３３－１１３８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇ 講師プロフィール ◇　1950年、広島県生まれ。「理学療法士」。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在年間180回を超える講演と実技指導で、現場に絶大な支持を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得ている介護分野の一人者。

とても創造力があふれて 楽しく自分でも考えながら読
むことができます。ぜひ 読んでみてください。

目　次
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２１０冊
２，７０７人
５，４８８冊

９人

■２月の行事
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　２月１５日（水）／１４時３０分～１5時
　※おはなし会『ひまわり』は、お休みです。
　
■12月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数■私のお薦めの本

①「へんしん とびばこ」　
　　　　著：あきやま ただし

この本は、マンガのようになっているため、わかりやす
いと思います。歴史が好きな人にお薦めです。

②「三国志」　
　　　　河出書房新社　版

原子爆弾から原子力発電まで、
詳しく書いていたのでわかり
やすかったです。

③「原子力のことがわかる本」　
　　　　著：舘野 淳

意外とテストの答えが合って
いて、とてもおもしろいです。
時には、自分が知らなかった
才能が見つかるかも！どきど
きしながら読んでみて下さい。

■資料館だより

【開催期間】２月１５日（水）～４月１５日（日）
　★期間中は、豆雛・ミニくす玉作りのコーナーも
　　あります。なお、添茶会も開催しますので、ご
　　家族やお友達と一緒に、ぜひご来館ください。
【添 茶 会】３月３日（土）・４日（日）
【開館時間】９時～１７時
　　　　　　（入館は１６時３０分まで）
　※開催期間中の休館日は、下記のとおりです。
　　２月　２０日・２７日
　　３月　５日・１２日・１９日・
　　　　　２１日・２６日
　　４月　２日・９日
　★お車でお越しの際は、
　　多度津町役場駐車場を
　　ご利用ください。

④「超オドロキ 心理テスト」　
　　　　著：大上 和博

（by 職場体験の中学生）

　１２月１３日～１５日、今年は男子ばかり！！
　「カウンターでの接客業務に 緊張した！」というのが、
　共通の感想。３日間、お疲れさま＆ご苦労さまでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（by Ｏ田君）

　ありがとう。なによりのコメント です。

■『職場体験』
　多度津中学校２年生４名が図書館に♪

「図書館で働くのも わるくないです！」

『多度津のおひな様』企画展　開催！

多度津町・多度津町社会福祉協議会

参加費 無料

　多度津竜泳会（藤原了会長）主催による元日恒例の
『第８９回初泳ぎ』が多度津港で開催されました。
　勇ましいふんどし姿の参加者の皆さんが、冷たい海
の中へ次々と入っていき、気合のこもった掛け声をあ
げながら、酒樽を載せた神輿を高々と担ぎあげると、
大勢の観客から大きな拍手が沸き起こりました。

●   元日恒例『初泳ぎ』元日恒例『初泳ぎ』


